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大管長会メッセージ

豊かで満ち足 りた入生
ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル



ナ ザレのイェスは次の ように語 ってお られ

る。

「わたしが きたのは
，羊に命 を得 させ，豊

かに得 させ るためである。」(ヨ ハネ10：10)

.ム生 は永遠である とい うことを語 らず して，

私たちは豊かで満ち足 りた人生につ いて語 る

ことはできない。現世 と言われ るこの狭 い世

界の，私たちに与 えられた短 い期 間の中で，

完全な正義，完全 な健康，完全な機会 を万人

に与 えることはできない。 しか し，恵みにあ

ずか るにふさわ しい生活 をした人々には，結

局神の計画 に基づ いて完全 な正義が もたらさ

れ，やがて他の条件や祝福 もすべて完全なも

のとなる時が訪れ るのである。

そこでこの現世 と呼ばれ る短 い期間の， 日

日の生活の 中に，こ、のナザ レのイエスの教 え

を確実に取 り入れ る方法を知 ることが是非 と

も必要になる。.

第一 に，他 の人々に奉仕す るこ とである。

そうすれば，次のよ りよい世界に住むための

備えができると同時に，現世の生活 をもっと

意義ある楽 しいもの とす ることが できる。私

たちは実際に奉仕することによってこそ，奉

仕 の仕方 を学べるのである。私たちは隣人へ

の奉仕 に携わる時，その行為によって人 を助

けるばか りでな く， 自分 自身の問題を新 たな

観点か ら眺め ることもできる。私たちは，関

心 を他の人々に向ける時問が多 くなれば，そ

れだけ 自分のことをあれこれ思い悩む時間が

な くなる。奉仕の奇跡のまさしく中枢に， 自

己を捨てる者は自己を見いだす というイエス

の約束が存在す るのである。

私たちは日々の生活の中に神の導 きのある

こζを認める時， 自己を見いだす。そればか

りでな く，適切 な方法で隣人に よく奉仕すれ

ば， その熱意に応 じて，心の中に充実感 を覚

えるのである。事実， 自分 自身を知 ることは

容易である。なぜ なち，その ような要素が私

たちの中に数 多 くあるか らである。

ジョージ ・マク ドナル ドは，「人 と親 しく心

を交えるようになるのは，愛されることでは

な く，愛することによる」 と語 った。言 うま

でもな く，私たちは愛 され ることを必要 とし

ている。しか し，健全な人生 としっか りした

目的意識 を持ちたいと思 ったら， いつ も受け

るだけではなく，与えなければならない。

第二に， イエスの教 えは生活や様々な状況

に対す る正 しい見方 を培 って くれ る。時折，

解決策が得 られて も， それだけでは状況を変

えるまでに至 らないことがある。 しか し，そ

のような辣況や困難に立ち向かう私たちの姿

勢 は変わ り， そのため に私 たちは， さらに豊

かな奉仕の機会を的確に とらえることができ

るようになる。

神は私たちを心にかけ，いつ も見守 ってお

られる。 しか し，普通の場合，私 たちの必要

は第三者 を通 して満たされ る。 したが って，

私たちは互 いに奉仕 し合 うことが大切である。

私たちは 自己の人生観 を高め，他の人々に対

す る見識を広め， 自己の可能性を伸ば してゆ

く時に，豊かで満ち足 りた人生を送ることが

で きる。このように， キ リス トの教 えに従え

ば， それだけ私たちは視野を広め ることがで

き， ます ます多 くの奉仕の機会を見いだして

霊的安定 を得 るこ とができるのである。言い

換 えれば，奉仕のない ところに霊性はないの

である。

当然のととながら，豊かで満 ち足 りた人生

とは物質的なものを得ることだけではない。確

かに，物質的にも恵ま礼 その富 を使って隣人
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を助けている素晴らしい人々は大勢いる。 し

か し，聖典で述べ られている豊かな生活 とは，

他の人々に対す る奉仕 を増 し，私たちの才能

を神 と人類のために捧げることによって もた

らされる霊的な祝福の ことである。

私 たちの生活が，私たち自身を天父や隣 人

に近づけるものでなければ， どうしようもな

い空虚 さだけが残 ることだろう。今 日の多く

の生活様式が，家族や友人，仲 間たちか ら私

たちを引 き離し，ただ快楽 と物質のみを飽 く

ことな く追求す る原因 となっているのがその

例である。これは何 と驚 くべ きことであろう。

快楽 と真実の喜 びとの違 いは，快楽は他 人の

苦痛を代償 としてのみ得 られるが，喜びは無

私と奉仕から生み出.され，人々を傷つけるこ

となく入々に益 をもたらす とい うことである。

このように問題の横溢する世 の中にあって，

他の人々に奉仕するというような簡単 なこと

をどうしてそ うも重要視するのか と不思議に

思 う人もいる。 しか し， イエス ・キ リス トの

福音は，私たち自身を含め， この地球上に住

む人々すべてに対す る見方 を変 え， それによ

って私たちが真に大切な事柄を見 きわめるこ

とができるようにするという祝福 をもた らす

のである。

私たちは人類を変えようとする前に， まず

自分自身が変わ らなければならない。あ る賢

人はこう語っている。「2M孟塩 。.貴員.を改善す

るζと、を忘れて他木のことに干渉 し過.ぎる。

その結果，何 ら変わるこ とがない」 と。豊か

で満ち足 りた人生は自分に始 まり，次いで他

の人々に広がってゆ くものである。私たちが

豊かさと正義 を備えているな らば，他の人々

の生活を変えることがで きる。それはち ょっ

ど，私たち一人一人が立派な人々のよい感化
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を受け，彼 らがいなければ得 られない豊か さ

を受けてきたの と同 じである。

あなたの人生に最 も感化 を与 えた人 を2，

3名 選 んでみていただ きたい。人生の苦難に

直面 した時に彼 らか ら受けた何があなたの支

えになるだ ろうか。彼らはあなたのことを心

か ら心配 し，あなたのために時間を割 き， あ

なたにとって必要なことを教 えて くれたこ と

がわか るに違いない。

イエスは，人生 を豊かで満ち足 りたものに

す るように と語ると同時に，その豊かさを生

み出す福音の基本原理 をも示 して下 さっ々。

人間の苦 しみには，戦争，病気，貧困など，

数多 くの原因がある。中でも最 も長 く，最 も

大 きな苦痛 を伴 うのが罪悪すなわち神の戒め

に背 く行為である。例えば，結燈煎り鎮.潔，

..結婚 後の貞節を完全に守 らない人には，豊か

で満ち足 りた人生はあり得ないのである。偽

り，盗み，不正 を働 く人には，高潔や正直の

感情は起 こり得 ない。ねたみやむさぼ りの気

持 ちがあっては生活を麗 しい もの とすること

.が できない。両親 を敬 う気持ちがなければ，

生活 を真実の意味で豊かにすることはできな

い。 もっ と豊かで満ち足 りた生活 をす るため

に私 たちに何ができるか もう少し詳 しく知 り

たければ， まず 自分の良心に問いかけていた

だ きたい。たいていのことは，それで解決で

きる。

私たちのほ とん どは，完全 とは程遠 い存在

である。だか らと言って，私 たちが完全にな

ることができないとか，完全になる努力をし

ていないということではない。キ リス トも， も

ともと完全ではなかった。しかし，苦難に打

ち勝たれた。飢えや渇 き，寒暑，苦痛，悲 し

み と，まさに苦難の連続であった。しか し，



その度 にその苦難に打 ち勝 ち，完全へ と近づ

いていかれたのである。

自由意志 を持 っている普通の人間ならだれ
かい

にでも，川の流れに逆 らって擢 をこぎ，新 た

な活動や思 い，発展の翼を広げる力が具わっ

ているはずである。人は 自分 自身 を変 えるこ

とができる。いや， 自分 を変えなければなら

ないのである。

アブラハム もそうであった。彼の家族は偶

像 を崇拝 していた。 しか し，アブラハムは真

実の生ける神 を礼拝す る人々のために神権時

代 を開いた。モーセは貧 しい奴隷の境遇の下

に生まれた。 しか し宮殿で育てられ， 多くの

素晴 らしい機会 に恵まれた。そして，人が到

達で きる最高位 にまで上げられ，神 と共に歩

き，神 と語 るこ とができた。

このように 自分 を変 える鍵 となるのが克己

である。人は皆， 自分の生活 を振 り返 り， 自

己の希望，欲望，熱望 を吟味 し，それ を抑 え

て生活しなければな らない。

人は自分 自身を変えるこ とが できるし， ま

た変わらなければな らない。人は自らの中に，

神の ようになる属性を宿 しているのである。

それは大 きく成長する可能性を秘めている。

どん ぐりの実が生長 して大木 となるように，

人は成長 して神 となるのである。 自分 を当然

あるべ き姿にまで引き上げるのは，その人の

内に秘め られた力である。

環境によって自分の限界を定めてはな らな

い。また，環境か ら自分の行 く末 を判断 して

もな らない。ま してや，壁 をつ くって私たち

を牢の中に無理や り閉 じ込めるようなことを

してはな らないのである。

木が完全 を目ざす時，その出発点はいろい

ろある。完全な夫になることもできるし，完

全な妻になることもできる。あるいは完全な

父親，完全な母親，完全な指導者，完全な僕

になるこ ともできる。完全 を目指す過程の中

で，私たちは 自分の生活 を変え， どのような

環境の下 でも悪 を善に換えることがで きるの

である。一度にひとつずつ取 り組めば，必ず

最善の変化がみ られ るのである。

私 たちは永遠の見地か ら考えて，自分の行

動を とるようにすれば， この世 における管理

は うまくいくであろう。 また， 人生の 目的に

関す るイエスの教 えを深 く理解すれば，それ

だけ私たちがどういう立場 にいて，どうい う

人間であるか とい う意識 もはっきりして くる。

さらに父なる神の特質 を受 け入れる程度に応

じて，私 たちは人類の間に兄弟愛 を広めてゆ

くこ とができるのである。ゲッセマネの園や

カルバ リの丘でナザ レのイエスに起こったこ

とを理解すれば理解するほ ど，私たちは自分

の生活に犠牲や無私の精神が どれほど大切 で

あるかがよ くわかることと思 う。

最後に申し上げてお くが，睾々・で満 ち皐り

た人生 とは.長生 きし.たとか，何年 も生 きた と

かいった単純なものではない。それは，人生

o長 さ.では四な ぐ焦.到達 しな高 さ，..質の問題で

ある。ナザ レのイエスの贈いのお陰で，私た

ちは不死不滅の体 を受 け，永遠 に存在できる

ようになった。 しか し， もし私たちがその教

えに従わなければ， この世 において も来るべ

き世にお いて も，豊かで満ち足 り々入生を送

るこ とはできないのである。ノ

(1977年11月4月 ， ユ タ州 オグデ ン， ウェ ー

バ ー州 立単 科 大 学 で の説 教 よ り抜 粋)
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フ ル ース ・R・ マ ッ コ ン キ ー

歴史上の女性たち
1978年6月29日 ， ノ ヴ 記念像の

除幕式における話

鴇 鴇匝 」 「 ∫ 藻



キ ンボール大管長・ならびに大管長 だけで

な く私たちも心か ら愛す るカ ミラ姉妹，

およびバーバラ ・ス ミス姉妹，ベル ・スパ ッ

フォー ド姉妹，それにイスラエルの母， シオ

ンの娘である皆様。

この ように皆様の前でお話す る特権 にあず

か り，みたまの安 らぎを得，謙遜 な気持 ちに

満たされてお ります。 また，聖 きみた まの導

きの下に，今この場 で主が語 らん とすること

を語.られるように と願 っています。私はきょ

う，「歴 史上の女性 たち」というテーマでお話

したいと思 います。アルマは次の ように述べ

てい ます。

「神 は天使によって男ばか りでな く女に も

御言葉 を伝 えたまい， そればか りでなく， ま

たたびたび賢人や博学の人の知識 も及ばない

御言葉 を子供に与 えたもう。」(アルマ32：23)

霊 的 な事柄に関す る限り，みたまの賜に関

連す るすべてのこ と，すなわち啓示を受ける

こと，証 を得 るこ と，示現 を見ること，その

ほか聖なること，あるいは義ゆえにもたらされ

るあらゆることにおいて男 と女は主の前にま

った く平等な存在であると言えます。主は人

をその性 によって偏 り見ることをせず，主 を

求め，主に仕 え，主の戒め を守る男女 を同 じ

ようにして下さいます。

主は主を畏れ るすべての人に恩恵 と憐み と

を与 え，また男女を問わず終わりまで義 しく

かつ真実に主に仕える人に誉れ を与 えて下さ

います。主が王国のあらゆ る隠れたる奥義を

知 らしめると約束されたのはそのような人々

に対 してでした。彼 らの悟 りは天に届 き，人

の目がいまだ見ず， 人の耳がいまだ聞かず，

人の心にいまだ思い浮かばないものを彼 らは主

か ら啓示されるのです。(教 義 と聖約76：5-

10参 照)こ れは男性であれ，女性であれ，平

等に言 えることです。事実，私はいささかの

ため らいもなく，女性は世 の初めか ら大いな

る霊的才能 を得て きた と申し上げることがで

きます。

無限の善 と知恵 とを持 ちたもう主は，時の

初めか ら女性 を高 く評価 し，この地上の王国

の中で， またこの世 におけ る人類の営みの中

で，人知では測 り知 ることのできない方法で

女性 を重ん じ，尊んでこられました。今みた

まの導 きが得 られ るならば，ここで啓示 と教

会歴史に語 り継がれてきた女性たちの状態 を

思 い起こしてみたい と思います。

1.恵 まれ た 処 女 ， マ リァ

マ リアが初めて私たちの前に姿 を現わした

のは，ガ リラヤのナザレにおいてでした。こ

の時年齢は16歳 位 で，天上 の階級で ミカエル

に次 ぐ第2の 天使 ガブ リエルはマ リアにこう

告げています。「あなたはみこもって男の子 を

産む でしょう。その子をイエス と名づけなさ

い。彼は大 いなる者 とな り，い と高 き者の子

と， となえられるでしょう。聖霊があなたに

臨み，い と高 き者の力があなた をおおうでし

ょう。」(ル カ1：31-32，35)

マ リアはこの世に生 を受けた女性の中で最

も偉大な者のひ とりであ り，父なる神の霊の

娘であ ります。

彼女は肉体 をもって生まれるべ き神の御子

に体 を与える女性 として選ばれたのでした。

マ リアは神の御子の誕生の地 と定められて

いた地を目ざして，ガ.リラヤのナザレからユ
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ダヤのベツレヘムへ旅 をしました。身重のマ

リアが長旅の末にようや ぐ宿屋に着 いた姿が

目に浮んで くるようです。宿屋の中庭には家

畜をつなげるようになっていて，中庭 を囲む

部屋には客が泊 まっていました。東洋的なこの

宿屋の部屋はす でに満貝でした。そこでマ リ

アはヨセブ と一緒に， うまやで一夜 を過 ごす

ことになりました。その夜，神は御子 を世に

送 られたので した。 そして天使の歌声が響き，

天使の声が聞かれたのです。

マ リアは苦難 と試練の長い歳月を送ってき

ました。 ヨセブと共にエ ジプ トへ行 き，その

地の親戚あるいはユダヤ人の友人の ところで

世話になったのでした。ナザ レに戻ってか ら

も，幼い神の御子に影響 を与 える母親 として，

は っこと，歩 くこと，話すことなどを教 えま

した。「信仰告白」や当時のユダヤ教の戒律 も

教えました。また結婚 の宴を取 りしきる立場

にあったカナの婚礼では，息子から公の場 に

おける初めての奇跡 を行なって もらっていま

す。

さらにマ リアは，十字架上の息子から，「ご

らんなさい。これはあなたの子です」「ごらん

なさい。 これはあなたの母です」(ヨ ハネ19：

26-27)と ， 愛弟子 ヨハ ネを紹介されていま

す。この時か ら，マ リアはヨハ ネの家に引 き

取 られました。

私 たちはマ リアの中に，敬慶で主のみ ここ
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うにすべてをゆだねる女性の完壁な模範を見

ることができます。

2.あ らゆ る生 け る もの の母 ， イ ヴ

イヴもすべての女性の中で最 も偉大な者の

ひとりであると思います。イヴはあらゆる生

けるものの母 として，子供 を光明 と真理の中

に育てる模範 を示 して下 さい ました。 また福

音のすべての祝福 を受け，みたまの賜 を享受

し，子孫が同様の祝福 を受け られるように備

えて下 さいました。イヴについて説明す るた



めに， ここで思い出 していただ きたい出来事

があ ります。「アダムとその妻イヴ主 の御名 を

呼びたるに……声聞こえて」きた時，(モ ーセ

5：4)さ らにアダムが初めて犠牲を捧げた時

に， また天使が現われ，最初の人アダムが立

ち上が り子孫に起きる諸々の事柄 を予 言した

時の ことを考 えて下 さい。聖典 には次のよう

に記 されています。「彼の妻イヴ，すべ てこれ

らのことを聞 き喜 びて言いけるは ……」 し

か もその後には，救いの全計画をまさしく一

言で要約 した完壁な言葉，説教の極み とも言

える言葉が続いています。「もしわれら罪を犯

さざりせ ば， われ ら子孫 を得 ざ りしなちん。

また善悪の区別 も知 らず，われらの腰わるる

喜びも知 らず，すべて従順なる者に神の賜わ

る永遠の生命 も知 らざりしならん。」(モ ーセ

5：11)

それか ら，「アダムとイヴとは神の御名 を讃

め」.と書かれています。 ここで注意 していた

だきたい ことは，アダムだけでな く，アダム

とイヴのふた りが，「息子娘らにすべての事 を

知 らしめ たり」 ということです。そ して 「ア

ダム とその妻イヴ とは神 を呼ぶことを止め ざ

りき。」(モ ーセ5：12，16)

この ように，時の初めにすでに，家族 を整

える完全な模範が示 されています。男 と女 は

共に礼拝 し，共 に子孫 を教 え，共に永遠に続

く家族 を築 き， そして 自ら欲す る者すべてが

永遠の生命 を得 られようとして下 さったので

す。

3.イ サ ク が 愛 した りベ カ

どのようなことをすれば女性は家族に良い

影響を与えるこ とができるかを告 げる啓示の

中で， リベ カはその最たる女性ではないでし

ょうか。ある時彼女の身に次の ようなことが

起こ りました。

「イサクは妻が子 を産 まなかったので
，妻

のために主に祈 り願った。主はその願いを聞

かれ，妻 リベ カはみこもった。」(創 世25：21)

男性 と女性にはひとつの重要な課題がありま

す。つ まり子供 を望む ことですが，その場合

ふた りの一致 した信仰がなければなりません。

「ところがその子 らが胎内で押 し合
ったの

で，リベ カは言った，『こんなことでは，わた

しはどうなるでしょう』。彼女は行 って主に尋

ねた。」(創 世25：22)

この点 をよ く注意して下 さい。リベカは「イ

サ ク，主に尋ねてみて下さい。あなたは族長

です。 この家の家長ですから」 とは言いませ

んで した。彼女は 自ら主に尋 ね，答えを得た

のです。

「主は彼女に言われた
，『二つの国民があな
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たの胎内にあり，二つの民があなたの腹か ら

別れて出る。一つの民は他の民よりも強 く，

兄は弟に仕えるであろう』。」(創 世25：23)

これ はつまり，「リベ カよ，主なるわた しは

あなたに，今胎内に宿 る将来の国民の行 く末

を告げる」 とい うことで した。

ここで， リベ カの生涯からもうひとつの話

をしてみたいと思います。「エサウは40歳 の

時，ヘテび とべエ リの娘ユデ テとヘ テび とエ

ロンの娘バスマテ とを妻にめ とった。彼女た

ちはイサ クとりベ カに とって心の痛みとなっ

た。」(創 世26：34-35)

エサ ウはアブラハムに啓示 された永遠の誓

約によって結婚せずに，教会外の女性 と結婚

したのです。主から与えられた正義 の標準 を

守ることよりも世の中の生き方 を選んだのです。

そのことが，記録にはこう記 されています。

「リベ カはイサ クに言 った
，『わた しはヘ

テび との娘 どものことで，生 きているのがい

やにな りました。 もしヤ コブがこの地の，あ.

の娘 どもの ようなヘテび との娘を妻にめ とる

なら，わたしは生 きていて，何にな りましょ

う』。」(創 世27：46)

言葉 を換えて言 えば， こうい うことです。

「もしヤコブがエサウのように教会貝でない
.

人 と結婚 したら，`この先の私の人生に何の良

いことがあるでしょう。」イサ クはこの言葉に

勇気づけられ，意 を決 して 自命の責任 を果た

したのです。

「イサクはヤ コブ を呼んで
，これを祝福 し，

命 じて言った，『あなたはカナンの娘を妻にめ

とってはならない。(こ れは，「教会外の人 と

結婚 してはならない」 ということです)

立 ってパダンアラムへ行 き，あなたの母の
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父ベ トエルの家に行って，そこであなたの母

の兄 ラバ ンの娘 を妻にめ とりなさい。」

ここでイサ クは，父アブラハムの祝福 を約

束す る祝福師の祝福 をヤ コブに与 えたのです。

「全能 の神が
，あなたを祝福 し，多 くの子

を得 させ，かつふえさせて， 多くの国民 とし，

またアブラハムの祝福をあなた と子孫 とに与

えて，神がアブラハムに授けられたあなたの

寄留の地 を継がせ て くださるように。』」(創 世

28：1-4)

リベ カは，実に最 も高貴な誉れある女性の

ひ とりでした。

4.ザ レペ テ の や も め

予言者エ リヤ(エ ライジャ)の 時代に，飢

えに苦 しむザレパテのや もあがいました。エ

リヤが天を閉 じたために，3年 半の間，雨 も

露 もあ りませ んで した。主はエ リヤに言われ

ました。「立 ってシ ドンに属するザレパテへ行

って，そこに住みなさい。わたしはその とこ

ろのや もめ女に命 じてあなたを養 わせ よう。」

エ リヤはザ レパテに着 くと， そこでたきぎを

拾っているやもめを見て声 をかけ ました。「器

に水 を少し持 って きてデ わたしに飲 ませて く

ださい。」彼女が そうしようとす ると，エ リヤ

は また言いました。「手に一口のパンを持 って

きて ください。」

それに，や もめはこう返事 をしました。

「あなたの神
，・主は生 きてお られ ます。わ

た しにはパ ンはあ りません。 ただ，かめに一

握 りの粉 と，びんに少 しの油があるだけです。

今わた しはた きぎ二，三本を拾い， うちへ帰

って，わたしと子供のためにそれを調理 し，



それ を食べ死の うとしているのです。」

その女性 はす ぐに も死の うと思 っていたの

です。しか しエ リヤは言いました。

「恐れ るにはおよばない
。行 って， あなた

が言ったとおりにしなさい。 しか しまず， そ

れでわたしのために小 さいパンを，一つ作 っ

て持って きなさい。その後，あなた と，あな

たの子供のために作 りなさい。

『主が雨 を地のお もてに降 らす 日まで
，か

めの粉は尽 きず，びんの油は絶 えない』 とイ

スラエルの神，主が言われ るか らです。」

や もめの信仰は試 され，彼女はその試しを

.乗り越えたのです。聖典にはこう記 されてい

ます。

「彼女は行 って
，エ リヤが言ったとお りに

した。彼女 と彼および彼女の家族 は久 しく食

べ た。

主がエ リヤに よって言われた言葉のように，

かめの粉は尽きず，びんの油は絶えなかった。」

(列 王上17章)

名 も知 られていないこのや もめの生活に，

エホバ に対す る信仰 と献身の姿が浮 きぼ りに

されているようです。イエスはナザレで同郷

の人々に拒 まれた時，郷里の人々の不信仰 を

この無名のイスラエル人の信仰 と比べて次の

ように言われました。「よく聞いておきなさい。

エ リヤの時代に，三年六か月にわたって天が

閉じ， イスラエル全土にききんがあった際，

そ こには多 くのや もゆがいたのに，エ リヤは

そのうちだれにもつかわされないで，ただ シ

ドンのサレプタにいるひ とりのや もめにだけ

つかわされた。」(ル カ4：25-26)

.藤.
.マ潤

5.ベ タ ニ ア の ふ た りの姉 妹

主に愛 された姉妹たちの中にマ リヤ とマル

タがいます。 このふた りはらい病人シモンの

娘たちであった と思われ ます。シモンがイエ

スを迎 える宴 を開いた時に，マ リヤは主の頭

と足に高価 な香油 を塗 りました。イエスはマ

リヤ とマルタの家で しば しば もてなしや世話

を受けています。ある日，マルタが接待につ

とめていた時に，マ リヤはイエスの足もとに

座ってみ言葉を聞いていました。そこでマル

タはこう言 いました。「主よ，妹がわたしだけ

に接待 をさせ ているのを，なん ともお思いに

な りませんか。わたしの手伝い をするように

妹 におっしゃって ください。」する と，主は優

しい調子 で答えられました。「マルタよ，マル

タよ， あなたは 多くのことに心 を配って思い

わず らっている。しか し，無 くてな らぬもの

は多 ぐはない。いや，「つだけである。マ リ

ヤはその良い方 を選んだのだ。そしてそれは，

彼女から取 り去ってはならない ものである。」

(ル カ10：40-42)

このマルタとマ リヤの兄弟が死からよみが

えったラザロですが，ふた りはラザロの墓 で，

「主よ， もしあなたが ここにいて下 さったな

ら，わたしの兄弟は死ななかったでしょう」

と言っています。マルタはこうも言っていま

す。「しか し，あなたがどんなことをお願いに

なって も，神はかなえて下 さることを，わた

しは今で も存 じています。」ピリポ ・カイザ リ

ヤ地方の岸辺でペテロと同じような熱意で証

をし，主イエスに向か って 「あなたがこの世

に きた るべ きキ リス ト，神の御子 であると信

じてお ります」 と証 したの もこのマルタでし
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た。(ヨ ハネ11章)

家事の技術にたけ，篤い信仰 を持 ち，主に

愛されたこの姉妹について，これ以上何 も言

う必要はないと思います。

6.開 かれた墓 の前 で

福音書の記者たちは，マ グダラのマ リヤ と

他の婦人たちが，イエスと十二使徒のガ リラ

ヤへの伝道旅行に同伴 した ことを記 していま

す。この時，ガ リラヤに集 まった人々は，イ

エスが次のようにおっしゃるのを聞 きました。

「人の子は人々の手 にわたされ，彼 らに殺 さ

れ，そして三 日目によみが え るであ ろ う。」

(マ タイ17：22-23)

この同じ女性たちが，イエスの遺体に香料

を塗るために，開かれた墓 に来ました。その

時にイエスはマ グダラのマ リヤに現われ，マ

リヤは復活 した人を見た最初の人 となったの

です。忠実な姉妹たちが墓に来 ると，天の使

いが現われて言いました。「そのかたは，ここ

にはおられない。 よみがえられたのだ。まだ

ガリラヤにお られた とき，あなたが たにお話

しになったことを思い出 しなさい。

すなわち，人の子は必ず罪人らの手に渡 さ

れ，十字架につけられ，そして三 日目によみ

が える， と仰せ られたではないか。」(ル カ24

：6-7)

さらにルカはこ う記 しています。「そこで女

たちはその言葉 を思い出し，墓か ら帰って，

これ らいっさいのことを，十一弟子や，その

他みんなの人に報告 した。

この女たちとい うのは，マ グダラのマ リヤ，

ヨハ ンナ，お よびヤコブの母マ リヤ であった。
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彼女たちと一緒にいたほかの女たち も，この

ことを使徒 たちに話 した。」(ル カ24：8-10)

7.近 代 にお けるイスラエルの姉妹 たち

現代 も昔 と何 ら変わる ところな く，王国の

姉妹 たちは，霊性，慈善奉仕，真理に対す る

献身，正義において大 きな柱 となっています。

また，昔の忠実な姉妹 たちと同 じように，天

父の霊の子供 たちに肉体 を与 え，子供 たちを

光明 と真理の中で育て，主 を信 じる信仰 をも

って戒めを守るように教 えています。彼女た

ちの人類 に及ぼす影響は，家庭内にとどまら

ず，広 く教会や社会に， また全世 界の進歩発

展 をめ ざす組織に及んでいます。

予 言者ジ ョセブ ・ス ミスの妻エマに与 えら

れた啓示の中に， この世 で主の目的を推進す

るために妻は何をすれば よいかが教 えられて

います。主はエマに向かって言われました。
も つ と

「汝の有つ天職の任めは，汝の夫なるわが僕



ジョセブ ・ス ミス(二 代 目〉を，苦難iの時に

慰めの言葉 を以て優 しき心 にていたわるため

にあ り。……

汝 また彼の手により按手聖任 されて聖典 を

釈 き明し， わが 『みたま』に よりて受 くる所

に従 い教会員に熱心 に説 き勧むべ し。

彼は按手 を施すによ りて汝は聖霊 を受け，

汝の時は記録す るこ とと教 えを多く学ぶこと

とに費さるべ し。……

彼 を夫に持つ ことと，その夫に来 るべ き光

栄 とを汝悦べ。」(教 義 と聖約25：5，7-8，14)

結婚 した女性が働 く場は家庭です。妻は家

庭で夫を支持 し，支 えます。次に女性 が働 く

場は教会です。女性は教会で聖典 を説き明か

し，価値あ る記録 を書き，多 くのことを学び

ます。女性は教会の内外で，同胞に慈善奉仕

をす ることもで きます。 さらに福音 を宣べ伝

え，伝道することもできます。女性に与えら

れた召 しは，あ らゆ る場所，あ らゆる環境の

下で善 を行 ない，義にいそ しむことです。

私たちはイスラエルの母や シオンの娘たち

の姿 を目に して きました。ハウンズ ミルで泣

く女性 たち， ミズー リで燃えさかる家の傍 ら

に立つ女性 たち， またウインター クォーター

ズで墓の前に頭 を垂れ る女性たち。現代の姉

妹についても同 じこ とが言 えます。彼女たち

は家庭の崩壊を助長す る不本意な立法案に反

対 し，立法府に足を運び，投票所に善意の人

人の力 を結集 しています。そ して，家族の保

護 と国家の存続 を主に請 い願 っているのです。

兄弟だけで主の末 日の王国を築 くことはで

きませ ん。忠実な姉妹 たちはこの世 を離れて

も，，大いなるエホバのみ業が晴れて成就する

時まで， しいたげられ，霊 的に沈んだ人々の

中に入って働 き続けるのです。

8.日 の光栄の姉妹たち

最後に， 日の光栄の安息につ くイスラエル

の母や シオンの娘たちがいます。彼女たちは

皆苦 しみに打ち勝ち，大 きな苦難 を乗 り越え，

責任 をすべて果たし，次のような主のみ声を

聞 く人々です。「わたしの父に祝福された人た

ちよ，さあ，世 の初めか らあなたがたのために

用意 されている御国を受けつぎなさい。」(マ

タイ25：34)

男 も女 もひとりではあ りません。主にあっ

て女 なしに男はな く，男なしに女はないので

す。これは永遠の原則です。女性 は， リ.ベカ

の ように，家族の義の導き手，光 となって，

より多 くの天父の子供たちに救いが与 えられ

るように配慮す る責任があります。家族 とい

う素晴 らしい栄 えある制度 を与えて下 さった

神に感動せずにはおられません。この永遠の

家族制度ζそ，男 と女を共に結び，永遠の御

父の子供 たちに肉体 を与え， その子供 たちを

光明 と真理 と正義の中で育て，彼らが御父の

み前に再び帰って永遠の生命 を受け継 ぐこと

ができるように備 えをさせ るものなのです。

私たちが得ている福音の知識 を深め，さら

に確かな知識を持 ち，男女は共に永遠の父な

る神のご とくにな り得るとの意識 を神の聖 き

みたまにより心に抱けるとは，何 と素晴らし

いことではないでしょうか。神がそのような

確信 を私たち一人一人に与えて下 さるように

願 いつつ，すべてをイエス ・キ リス トのみ名

によ り申し上げ ます。アーメン。

13



マ リア ン ・C・ シ ヤ ー フ

女 性 と 聖 典

霧

「聖 典 を調べ なさい・あなたがたは・聖典

の中に永遠の命があると思って調べて

いるが，聖典 は，わたしについてあか しをす

るものである。」(ヨ ハネ5：39， 欽定訳よ り

和訳)

次の ようなことを尋ね られたことはないで

しょうか。「女性 も男性 と同 じように，聖典 を

熱心に学ぶ必要 があ りますか。なぜ女性 も聖

典に精通 しなければならないのでしょう?聖

灘
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「

典 を学ぶ ことは女性にとってどんな意味があ

るので しょうか。」

その答 えは明 白です。主の娘は主の息子 と

同.様に神のみ前にあって貴い存在です。 しか

も，神よ り与えられたこの世 におけ る女性 の

役割は，自分自身の救いに関す る責任はもと

より，夫の助け手 として， また子供の導き手

として日夜務め るこ とです。この役割 を果た

すに当たって，聖典 をよく学ぶ ことが必要で

す。

聖典 を読 むことを実践 している女性は大勢

います。しかし， その必要に気づいていない

女性が大勢いることもまた事実です。入が 自分

の知識に基づ いた生活 しかできない とすれば，

すべ ての母親は教義 と聖約68章 について知 る

必要があるでしょう。この章の中で主は両親

に，子供が8歳 を迎 えるまでの間どのように

教 え導 くか，その責任につ いて戒め を与えて

おられます。母親は子供に，悔 い改めの原則

をはじめ，生ける神の御子 キ リス トを信 じる

信仰，バプテスマ，聖霊の賜 を授かる按手礼

について教える必要 があ ります。そのほか，

祈ることと主のみ前 を正 しく歩む ことも教 え

なければな りません。(教 義 と聖約68：25，28

参照)

ジ ョー ジ ・アルバー ト・ス ミス大管長の母

親は，主のみ こころをよ く知 っていた人でし

た。ス ミス大管長は，母親か ら祈 るこ とを教

えられた感動的な出来事 をこ う語 っています。

「私は祈 るこ とを
，末 日聖徒 である母のひざ

の上で学んだ。私は母に手 を引かれて2階 の

寝室に連れて行かれたこ とを覚えている。部

屋にはベ ッドがふたつ置いてあり，そのひ と

つは両親のベ ッ ドであった。 また，小さい車

付 きベ ッ ドがその横にあった。私はその こと

を昨 日の ことのようには っきりと覚 えている。

母は私を腕に抱いて私の小さいベ ッドの傍ら

にひざまず き，私に手を組ませ，それ を囲む

よ うに 自分の手 を組んで，初めて祈 りという

もの を教 えて くれた。私はそのことを決して

忘れないし，忘れた くない。そのことは，私

の生涯で最 もうるわしい思い出のひ とつ とな

っている。天使のような母は私のベ ッドの傍

らにひざまずいて，私に祈ることを教 えて く

れたのである。……その祈 りにより，私の前

に天の窓が開かれ，私は天父のみ手 を感 じる

15



ことができた。 と言 うの も，母が祈 ることの

意味を小さい私にもわか るように説明 して く

れたか らである。」(S勉 ガη8・漉θGo∫ρ61ωガ焼

0'加 鴬 「人々と福 音 を分 かち合 う」pp.147-

48)

ウ イルフォー ド・ウッ ドラフ大管長 は，次

のように述べています。「母親はほかのだれよ

りもその子孫に多大な影響 を及ぼす と，私 は

思 う。『その影響はいつか ら及ぶのですか』と

いう質問を時々受けるが，予言者たちは，『神

のみ もとか ら遣わされた霊が 肉体に宿 った時

からである』 と語 っている。母親の状態は身

ごもっている子供に まで影響 を及ぼす。そ し

て，子供の誕生か ら生涯 を通 じて，母親の教

えと模範はその子供に永遠 にわたる影響 を及

ぼすことだろう。」(7肋D♂s60%駕 θsα/照 げ」一

ノわアゴ レ7∂o〃げ 「ウイルフォー ド・ウ ッドラ

フの説教集」p.269)

妊 娠 している多くの女性が 自分の体 を粗末

に扱っている今 日， ウッ ドラフ大管長のこの

言葉は，意味深いものを投 げかけています。

幻覚剤 を常用 している母親か ら生 まれ た子供

は，その母親 と同じ禁断症状が現われ るこ と

が立証 されています。子供がまだ体内にいる

うちからこれほどの影響を受けるとすれば，

誕生 し，母親の行ないを見聞 きし，感 じるこ

とができるようになった子供に与える母親の

影響は計 り知れませ ん。神か らいただいた務

めを自覚 し，子供 を教 え導 く備 えをしている

女性は，霊的な義務 を知 らない女性 と比べて

はるかに子供 を益す ることができます。そう

明な母親な ら，まだ8歳 にもならない子供が

母親と離れることの重大さを真剣に考 えるは
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ず です。

だれ もが感 じていると思いますが， 日々誘

惑に直面 し，それを克服するに当たって， た

だ聖書やモルモ ン経に記 された聖句を読むだ

けでは十分ではあ りません。女性であつて も，

この神権時代に予言者に下された聖文か ら.導

きと指示 を得 る必要があるのです。これ らの

聖文は，見慣れないところや難解な意味の中

に隠されているのではありません。現在使 わ

れている日常の言葉の中に見いだすことが で

きるのです。

救い主の再臨が近 くなるにつれて，サタン

は義 しい人々を引きず り下 ろそ うと，たけ り



狂っています。末 日聖徒の女性たちは，結婚

誓約の神聖さ と家族の永遠性 を心に留めて自

らを強める必要があ ります。そして近代の予

言者の言葉に従わなければな りません。

今 日の世の中の様々な女性観に不安 を覚 え

る女性は，予言者の言葉 の中にその解決法 を

見いだすことでしょう。福音の計画にあって，

女性の役割に関する指示は， アダムの時代か

ら今 日に至 るまで変 えられたことはあ りませ

ん。女性 はそれぞれ，回復された真理に基づ

いた証 を培い養 うようにしなければな りませ

ん。霊的に成長す る時に，女性はすでに定め

られている女性 としての役割 を果たす備えが

できるのです。女性 は戒め を守らなければな

りません。妻 として母 として，霊感されたみ

言葉に従わなければな りませ ん。そして，戒

めにそった生活をするためには， その戒めの

何たるか を知 らなければならないのです。

聖典は，女性 の栄えある行 く末について教

えています。予言者たちは女性 を賞賛 してい

ます。 ジョセブ ・F・ ス ミス大管長の言葉に

耳 を傾けてみましょう。「女性は弱いものだと

とか く口に したが る人々がい る。 しかし，私

はそのように思わない。肉体的には弱いかも

知れない。けれ ども，霊的，道徳的，宗教的

に， また信仰において，強い確信 を持ってい

る女性 と肩 を並べ ることのできる男性がはた

しているだろうか。確かにダニエルはライオ

ンの穴の中にあってもなお信仰を持 ち続けた。

しか し，息子 たちが体 をずたずたにひき裂か

れるの を見なが ら，悪魔のような残忍 さをも

って考案 されたあ らゆるごうもんに耐え抜い

たのは，ほかならぬ女性である。なぜならば，

彼女たちには信仰があ り，常に進んで犠牲を

捧げ，動 じぬこと，神に近いこと，道徳 と信

仰において男性に比肩す る者 であったか らで

ある。」(Go∫ ρ61DO6〃 勿θ「福 音 の 教 義」p.

440)

真理 を読み，研究 し，生活の中で実践す る

時，女性は祝福され，聖きみたまが彼女の霊

に真理 をささや く;と で しょう。そして彼女

の前に開かれた狭 くてまっす く"な道が，彼女

を永遠の生命へ と招 くのです。
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ニ ー ル ・J・ プ リ ン ダ ー ズ

家族の霊性を養う父親

　

私 は少年時代に・父に連れられてよく家畜
の飼育場に出かけたものである。私の家

族は小 さな牧場 を経営 し，時折家畜を売って

生計 を立てていた。

川岸に牛や豚，羊な どを放 し飼 いにする放

牧場があった。 また，川には欄干のついた橋

がかかってお り，向こう岸の坂道 に続いてい

た。ちょうどその坂道 を登 り切ったところに，

加工工場がある。 したがって，家畜 を屠殺す

る時はこの橋 を渡 らせ，坂道を登 らせなけれ

ばな らない。これは牧童頭に とってなかなか

骨の折れる仕事 で，知恵 を必要 とした。彼 ら

は訓練 した黒ヤギを羊の群れの中に入れる。

そしてその黒ヤギに羊の群れ を先導させ，橋

を渡って坂道を登らせ，加工工場へ と導 くの

である。群れが工場の入口にきたところでヤ

ギをわきに引 き寄せ，羊の群れだけ を工場 の

中へ送 り込む という寸法である。

私は父の説明を聞きなが ら，その光景 を眺

めていた。父は少 し間 をおいてから，こう言

った。「これ を教訓に しなさい。自分はだれに

従 っているか よく注意することだ。そして，

自分はどこに導かれているのか をはっきり知

る必要がある。」

私は今 でもこの時のことを忘れない。家族

を教え導 き，霊性 を養 う父親の責任 について
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考 えるたびに，私は父がどのように理解 しや

す く， しか も印象深 く教 え導 いて くれたかを

思い出す。大切 なことを教える機会は，必ず

しも計画 された通 りに巡って くるわけではな

い。 日々の出来事の中に教育の機会 を見いだ

すこ とが大切 である。

私が父親 として学んだ最 も重要なことは，

子供の成長は私たちが何 を教えようとするか

ではな く，私たち自身が どうするかにかか っ

ているとい うこ とである。

父親である私には，子供 たちが友人との間

に築 く関係 よりもは るかに強い絆 を私たち親

子の間に築 くというチャレンジが課せ られて

いる。幼い子供の場合， このことは十代の青

少年ほど難 しくはない と思 う。子供は遊ぶこ

とが好 きである。カーペ ッ トの上 で転が り，

くす ぐり合い，話をし，お どけた顔 をす るの

はさして難 しいことではない。

しか し，子供が10歳 を越える頃には，なか

なか簡単にはいかな くなって くる。この年齢

の子供たちは，一方 で両親の愛情 と関心 を求

めながら，他方同年代の仲間 とのつなが りを

強 く要望する。そこで私に課せ られたチャレ

ンジは，子供たち一人一入と，彼 らの仲間 よ

りも強い絆を保つ ことである。そして，他の

いか なる ものよりも強 く，子供 を家族に引き

冒
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寄せ ることである。この ような関係 を保つ こ

とができれば，両親はいつ まで も子供 によい

影響 を与える教師でいることができる。

そのためには， まず子供 たち一人一 人と特

別な経験をする必要がある。私は少な くとも

毎週1回 ， この ような経験 をするようにして

いる。乗馬や魚釣 りは息子には よいが，娘の

好みは少 し異なる。時には，娘が何 をしたい

かを知 るのに時間がかか ることもある。昔の

ダンスを教 えた り，学校や生活のことや現代

の若者の行動について話し合 った り，一緒に

食事に出かけた りしたこ とは，私の娘にも好

評であった。

大切 なのは， あなたの行なっているこ とが

どういう意味合 いを持っているか を子供 たち

によ く理解 させ るこ とである。時には， 自分

のしたいことを犠牲にして子供 と過 ごす時間

をとろっとしていることを，知 って もらっの

も必要である。

私の友人に，父親 としても非常に立派な人

がいる。彼はこ う言っていた。「戦争 で最終的

に勝利 をおさめるには，1，2度 負けてみ る

ことが必要です」 と。私 もその通 りだと思 う。

両親は，子供たちが成長 し独立 して，孫 を育

てることのできる立派な家庭 を築 くように望

んでいる。 しか し，子供たちが両親 と異なる

決定 をせずに，素直にこれを成 し遂 げること

など， まず もってあり得ないのである。

夫婦の結婚生活には，「キブ ・アンド・テイ

ク」の精神が必要 である。これは，親子の間

で も言えるこ とである。私がいつ も悩むのは，

どういう時に毅然たる能度を執 り， どうい う

20

時 に寛大に 「過 ち」 を認め るか とい うことで

ある。子供が しっか りした意見 を持ち， しか

もその問題が歩み寄 る必要のある事柄 の場合，

少 し話 し合 った後に受け入れ る.とよいことが

ある。

どこで引き下が り， どこまで断固たる態度

を執 れば よいかを知 るためには，神の導 きが

必要である。私 は自分の経験か らみたまの導

きを受けずに，霊的な指導 を与 えることはで

きないことを承知 している。ブ リガム ・ヤン

グ大管長は，父親は毎 日家庭 に聖霊 を招 き入

れるようにしなければな らないと教 えている。

「父親の皆 さん
，皆 さんの妻が主のみた ま

の導 きを受けて，その影響力にあずかること

ができるように絶 えず祈っていただきたい。

幼な子が母親の胎内にいる時か ら聖霊の力 を

授か るようにしていただ きたい。聖霊 と力に

満たされて立 ち上がる国民の姿 を見 たければ，

そのようにす ることが必要 である。男女，子

供に課せ られるそのほかの義務 はすべて，そ

の時，その場所に応 じて与 えられ ることだろ

う。このことを忘れないでいただきたい。主

のみ前にあって心を清 くし，家族の満足 と慰

あのために絶えず最善 を尽 くしていただ きた

い。そうすれば，家族全員がいつ も主のみた

まの慰めを亨受することができるであろう。

もし以上 のこ とを行なわなければ，皆 さんの

才能が世 の人々のそれに勝ることはないであ

ろう。」(ノo%γ駕1qrD∫sooπ 駕6s「説教集」1：69)

子 供 たちと一緒にいる妻が聖霊の影響力 を

受けられるよう妻のために祈 る時に，私 は父

親 としてなすべ き自分の務め を一層 よ く感 じ
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とることができるようになった。同様に，子

供 たちに神 について話す と同 じくらい，子供

たちのことを神 に話すな らば，子供 に教える

ことはます ます容易 になることを私 は知 った。

両親はその子供たちに祈 ることと，主のみ

前 を正 しく歩む こと，そ して安息 日を聖 く守

るこ とを教 えるように命 じられている。これ

は回避することのできない責任である。特に，

次のふたつの重要な点を心に銘記していただき

たい。子供が一度 も両親 を困らせ ることな く，

あるいは改めるべき点 もないままに成長す る

と期待 してはならない。 また，両親は子供た

ちに何の問題 もないように見せかけてはなら

ない。偽善 は大 きな障害になるだけである。

父親である私には，子供たちが友人との間に

築く関係よりもはるかに強い絆を私たち親子

の間に築くというチャレンジが課せられてい

る。

父親は善悪の相違 を明確に教えることに よ

り，子供たちの霊性 を養 うことができる。私

たちは最善 を尽 くすならば，必ずや本来の務

め を果たせ ることだ ろう。

わが子の成功 した姿 を見ること， これは父

親 として得る最 も大 きな報 いである。小さな

子供たちが家庭 の夕べや教会のプログラムで

責任 を果たす ようになるにつれ，子供たちの

中に内気な もの もいれば，逆に少 し出 しゃば

りな子 もいることがわかって きた。しかし，

どの子 も成功 したい と願っている。そこで私

の霊的な責任は，子供 たちに 自信を持たせ，

彼らの能力に合 った方法で自己を表現できる

ように助けることであると思 う。

私の妻は非常に素晴 らしい方法を用いてい

る。妻はよく子供たちを集め，ひ とりずつ傍

らに呼んで，その子供のために特別なことを

話す。す ると，子供たちはみな少し恥ずか し

そうに顔 を赤 らめ るが，やがてその顔は輝い

て くる。妻がその ようにした後は，家庭はき

まって明 るくなるのである。

父親が家族の霊性 を高め るのに有益なもう

ひとつの方法は，霊性の高い人々か ら良い感

化 を受ける機会 を与えることである。

家族 を教会に連れて行 く，子供たちをセ ミ

ナ リーに登録させ る，学校や教会の教師と子

供の目標や成績について話 し合 う，扶助協会

に出席するように妻 を励 ます，立派な人々を

家庭に招待する。これ らはすべて家族の必要

を満 たす方法である。 しか し，父親が 自分ひ

21



家族の霊性を養う父親

とりですべてを行 なわなければならないと考

えるのは賢明なことではない。

父親は子供を義 しく育て る上であれ これ と

意見 を述べ るこ ともできるが，何よ りも大切

なのが，良い感化 を及ぼす立派な母親 を選ぶ

ことである。父親が子供に与える最大の贈 り

物は母親である。なぜ なら，母親は他のいか

なる力に も増して，子供に大 きな感化 を及ぼ

すか らである。家庭で義 を求め，義 を育む母

親は，絶対に欠 くことので きない存在であ る。

そのほか，父親は妻 と気高い関係 を保つ よ

うに努力し， 自分の気持 ちを上手に行動 に表

すことによって家族の霊性 を高めることがで

きる。その際，父親は妻に対 してどう感 じて

いるか を子供たちに話 した り，妻の希望 を尊

重 し，妻の意見 を求めた りす る。時には友達

のようになって，妻の興味 と関心 を(強 要で

はなく)引 き出すよ うにする。そ して感謝の

気持 ちを言葉 と行ないで表わ し， 自分が考え

ていることや問題 を分かち合 う。 また妻の関

心 を考慮 して 自分の計画 を立て，妻の愛 と証

に感謝 していることを伝 えるこ とも必要であ

る。 もし夫が妻のもつ義の心に感謝 し，それ

を尊重するこ とがなければ，妻は家庭の中で

霊性 を維持することはできないであろう。

子供 たちに，霊的な観点か ら生活全体 を見

させ るようにすれば，それだけ霊的な糧 を子

供に多く与えることがで きる。同時に，それ

によって自分 自身の霊性 も高められることを，

私は知った。

イノスの経験を読む と，私は心 を励 まされ

る。イノスの霊性 を養 うように努めた父親の
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努 力は，直ちに大 きな成果 を上げたわけでは

ない。(イ ノス3参 照)時 として私たちの努 力

は成果が少な く，無視 された り，あるいは不

承不承 に受 け入れられた りすることがある。

家を治めるとは

ジ ョ ー ン ・プ リ ン タ ー ズ

私 は夫のお陰で沢山の良い ものを得てレ'る
ことを感謝 しています。それ らは私や子

供たちの霊性 を高め る力 となっています。 こ

のことは非常に大切なことです。家族の霊性

は 多分に父親の霊性にかかっているか らです。

霊的に強 くない夫は，妻や子供を強めること

はで きません。ここで夫が どの ようにして私

たちの霊性を高めているか，例 を挙げて説明

したい と思います。

1.私 たち夫婦は，数年前か ら，子供たちの

長所 と短所 を記録 して，2，3カ 月に一度

子供たちと個人面接をしています。

夫は子供 たち一人一人のためにバインダ



家族 の霊性 を養 う父親

しか し，私が少年時代にユ ダという名の黒ヤ

ギか ら教訓を学んだ ように，た とえ成果を目

にす るのに しば らく時間がかかるとして も，

投資(努 力)し たことには必ずそれ相応の報

酬(報 い)が 得 られるのである。

ニー ル ・J・ ブ リ ンダー ズ

セ ミナ リー ・イ ンス テ ィテ ユー ト管 理 部 記録 ・

調 査 ・評 価 担 当 デ ィレ ク ター

一 を用意 し
，左側のページに 「短所」，右側

のページに 「長所」を書 くように しました。

面接の時， これは私 たちが子供 と接する

特別な時間ですが，そこで私たちは子供の

長所 と短所について話 し合 うのです。 日付

の下に，現在の問題 を3人 が どのように見

ているか を書 き， またよくできた事柄 を書

き出し， さらにこの数週間で良 くなった事

柄 も記録 します。子供 たちは家庭や家族，

友人，あるいは自分の問題などについて 自

分の気持 ちを遠慮 な く何で も話 します。そ

れに私たちが親 として答えるのです。

2.家 で7人 の子供 たちをいつ も仲良 く働か

せ るのはそうたやすいことではあ りません。

しか し，父親が一緒に働 くことで子供たち

も仕事 を愛す るようになり，「仕事」が 「楽

しみ」に変わって きます。夫は自分が子供

の頃にした仕事や，喜んで働 くことの大切

さにつ いてよく話 しました。その効果 もあ

ったのだと思います。

私たち家族は，毎年春になると総 出で畑

仕事 をします。土ならしに始 まり，種まき，

散水，除草を全員でします。そして夏や秋

には大根 を抜いたり， とうもろこしを取 り

集めた り，いちごを摘んだり， じゃがいも

を掘った りして，子供た.ちに収穫の楽 しさ

を教えるのです。

夫は機会 をとらえて教えるのが上手です。

畑仕事 にた とえて，伝道や死後の生活への

備 え，正 しい管理や訓練，敵(雑 ：草)を 除

去す ることの大切 さを話 します。私たちは

毎 日の簡単な仕事の中か ら，多 くのことを

学び取 ることができます。

3.家 族全員で行なっているもうひ とつの重

要なことは，夕食後10分 か15分 ほ どの聖典

の読書です。現在はモルモン経を読んでい

ます。順番に読むようにしてお り，学齢前

の子供 も自分のモルモン経を持ってきて一
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緒に指で追いなが ら読みます。ときどき 「今

どこを読んでいるの」と聞かれることがあり

ます。でも.おもしろいことに，聖典 を読む

時間のことを一番先に思い出させて くれる

のがそのような小 さい子供 たちなのです。

聖典 を読みなが ら，夫は私 たちに霊的 な話

をして くれます。黒板に書 いた り，身振 り

を加 えた りして話 して くれます。 これがま

た，子供たちになかなか好評です。

4.断 食 日曜 日は 目的を持って断食 をす ると

一層有意義にな ります
。夫は土曜 日に断食

の目的について話 します。 また，ワー ド部

の病人や特別な祝福が必要 な人のために祈

ります。小さな子供たちのために時間を取

って一緒に祈 り，大 きな子供には祈 りを毎

日しているか どうか ときどき尋ね ます。

食事や祈 りの時にその 日の出来事を話 し

合 うようにす ると，子供たちの感受性が豊

かにな り，感謝 の気持 ちが深まるようです。

5.父 親は神権 を行使す るこ とによらて家族

の霊性を高め ることができます。.父親は自

ら模範を示 します。父親が喜んで主のみ業

に精 出している姿 を目にす るこ とのできる

子供 たちは実に恵 まれています。夫はいつ

も特別に時間 を取 って，毎 月私 を神殿に連

れて行って くれますが，そのこ とは家族 に

とっても大切 なこ・とです。 このような習慣

によって家族全員が非常に良い影響 を受け

るか らです。お陰で私たち夫婦は，第一に

なすべきことを最優先に行な うことができ

ます し， 子供 たちも私 たちが 行 なってい

ることを特別なことであると認めて くれま

す。子供たちの協力の姿勢からそのことが

よく感 じられます。また，私たちが神殿に

参入するこ とは，子供に神殿結婚 の大切 さ

24

を教 えることになると思います。

6.1週 間 で一番楽しみなのが，.家庭 の夕べ

です。私 たちは家族で一緒に過 ごすこの時

間 を何 よりも心待 ちにしています。レッス

ンやゲーム，歌や経験談 を順番 に受け持ち

ますが，管理は必ず夫が します。 また夫は，

家族全員の状態 を考慮 して，それ を改善す

る方法を考 えます。

家庭の夕べは，家族が互 いによく知 り合

い，福音の原則 を教え合 うのに理想的な場

です。私 たちは，家庭の夕べ を通 じて，子

供 たちの知識を確認 します。 というの も，

私たちの方で福音が よくわかっていると思

っても，実際は誤解 していることがよくあ

るか らです。例 えば，わが家の子供のひ と

りは大管長 と大統領の違いがなかなか理解

で きませんでした。

以上お話 してきたことは私たち家族に とっ

て とてもよかったことです。私たち家族 によ

いからと言って，ほかの御家族にもよい とは

言えないか もしれませ んが， 多少は役立てて

いただけるのではないでしょうか。私たちは

妻 として，夫が先頭に立 って私たちを導いて

くれないことがあった としても，忍耐 して待

つ必要があ ります。そ して，夫の立派な.点に

感謝す ることが必要です。幸せ な結婚生活 と

いうのは，証 と同 じように，絶えず新たなも

の を積み重ねてこそ，活力のある生 き生 きと

したものになるのではないでしょうか。

ジ ョー ン ・ブ リ ンダー ズ

主婦 ， 初 等協 会 教 師



「

卜一 マ ス ・W・ ラ デ ー ン

妻の再発見

私 は妻に対する自分の気持ちをなかなか上
手に表現す ることが できませ ん。でも，

結婚 した当初 に比べ ると，はるかに深 く彼女

を愛 しています。信頼 し，尊敬 し，頼 りに し，

何よ りも彼女 を誇 りに感 じています。

私は結婚後妻についていろいろなことを再

発見 しま した。その発見は今 も続 いています。

私はこれまで大勢の立派な姉妹たち と話 し

てきましたが，私 たち夫婦 もかつて経験 した

ような欲求不満を打ち明けられることが よく

あ ります。その姉妹たちは活発で熱心な教会

員 で，神権者 を敬 ってお り，母親であ り主婦

であることを感謝 し， また夫を信頼 している

人々です。 しか し彼女たちが重い口を開いて

異 口同音に語 るには，ときどき夫や子供が自分

の働 きを認めて くれないということです。自分

でしたい ことがあって も，夫や子供たちのし

たいことほど重要なことの ように思われなく

て，つい 自分のことをす る時間がな くなって

しまうと言います。彼女 たちは夫 を心か ら愛
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していますが，自分にとって一番大切な考えや

気持ちや関心事に対 して夫があま りにも無頓

着なために，夫婦の一致が感 じられないでい

ます。

結婚後しばら くして教会 に入った私 たちは，

主にすべてを捧げて働 く教会の指導者の模範

に深い感銘 を受けました。それから10年 ほ ど

の間，私たちはいつ も3つ か4つ の責任 を兼

任 してきました。子供たちも当時ふた りだっ

たのが，新 たにふた り増え，今では4人 にな

っています。

私 たちは，子供のことと家の中のこと以外

はほ とんど話 し合ったことがありませんで した。

その後次第に，私はときどき許可 を与 えた り，

反対 した りす る以外は，子供たちに関するこ

との決定権 をすべて妻 にゆだねるようにな り

ました。家庭の夕べの責任 もほ とん ど妻に預

けっぱな しとい う始末です。父親 としての責

任 を果たすのを怠 り，妻の荷 を重 くしていた

のです。その上，母親である妻を励 ます こと

もしていませんでした。

そのような私の 目を覚 まして くれたのが，

ポール ・H・ ダン長老の説教のテープでした。

ダン長老はその中で次のような勧告 を与 えて

いました。聖典や教会や学問の問題で夫だけ

が一方的な情報提供者 となってはならない。

妻にも自分の勉強 をし，知識を深め，能力 を

研 く時間と励 ましが必要です と。私は 自分の

ことを振 り返 ってはっとしました。

子供たちが福音だけでな く，勉強でも能力

をいっぱいに伸 ばせ るように祈 って きました。

けれ ども，妻に もそのような祝福が与え られ

るように とは祈 ったことがなかったのです。

視野 を広げることが大切だ と言って 自分の趣
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味や娯楽の時間を取 ってお きなが ら，妻の生

活のことはまったく考えていなか ったことに

初めて気付 いたのでした。

そこで私はこのことを深 く反省し，主に祈

りました。そして得 られた答えが，マタイに

よる福音書19章5，6節 の聖句でした。そこに

は，夫 と妻は 「もはや，ふた りではな く一体

である」 と書かれています。夫 と妻は共に完

永遠の結婚とは，

実際のところ

完全な進歩を目ざし

ふたりで助け合って

成長しようと，誓約すること

ではないでしょうか。

成を目ざして歩む夫婦 でなければな らない。

私 はそ う思ったのです。体の一部が飢えを感

じれば，体全体が苦 しむはずだか らです。

そこで私は謙遜な気持ちで家に帰 り， その

ことを妻 に打ち明け，勉強でも趣味でも自分

で好 きなことをする時間 を取るように妻に勧
2

め ました。初め，妻は反対 しました。大切な

責任があるのに，家庭以外のことのために取

る時間な どないというのです。私たちはその



》

→

ことにつ いて話 し合い，祈 りました。そして

それか ら1週 間，妻は遠慮 しなが らも 「高価

なる真珠」の夜のインスティテユー トの授業

に登録す るこ とに したのです。

当初の懸念はす ぐに一掃され ました。妻は

意気揚々と帰 って くると，学んだばか りの原

則 を早速私に話 し， レッスンの よか ったこと

を一気にまくし立 てるのです。こ うして，私

たち夫婦の間に，仕事や子供以外の話題が生

まれて きました。また週に一晩だけですが，

子供の世話 を何週間か続ける うちに，妻の有

り難 さが よく分か るようにな りました。 その

上久 しくなか った子供 たちとの交流 も取 り戻

すことが できたのです。子供たち も妻の変化

に気付 き， クラスの様子 を聞 くこ とを楽 しみ

にす るようにな りました。このよ うに して家

中幸せ に満ちあふれるようになったのです。

その後 も，妻はいろいろな通信教育 を受け，

ついに意 を決 して長年の夢であった絵画に取

り組む ようにな りました。結婚 して20年 に も

なるといっのに，彼女 にその よっな趣味があ

ることをまった く知 りませんで した。こうし

て 日ごとに絵の才能 を伸ば してい く妻の姿 を

見て，私 は誇 りを感 じるようにな りました。

妻 も生活に自信 を持つようにな り，私たちふ

た りの関係は一層親密 にな りました。 とりわ

け相互の認識が深 まっていったこ とは とても

よか ったと思 います。

互いに充実 した話 し合いを持 ちながら助け

合 っている夫婦 もいますが，一方には，忙し

い夫の様子を見て，夫や子供に比べ れば 自分

の したいことなど二の次だと感 じ，夫に話す

ご.とさえため らっている素晴 らしい姉妹たち

も大勢 います。現に私の妻 も以前はそうでし

た。

妻がインステ ィテユー トを受け始めると同

時に，夫婦の間で聖典や教会についての有意

義 な話 し合 いも増 えてきたようです。特に意

義 ある経験をしたのは，セッションを終えた

後，神殿の中でふた りで静かに話 し合 ってい

た時のことです。妻はそのエンダウメン トの

儀式で得たことを語 り始め ました6.そ れ を聞

きなが ら，私は妻の言 っているこ とは真実で

あるという確信 を，みたまの証によって得る

ことがで きました。あの時の心の一致以上に，

ふた りに とって貴重 なものはありません。

このような妻の新 しい知識はクラスで得.ら

れた ものではないと思います。それは，彼女

が培って きた自信 と興 味によって，これまで

「自分にはできない」 と考えていた ところま

で祈 り考えてい くようになった結果だと思い

ます。 そして この ように妻の霊的な洞察が深

まるにつれ，私に も重要 な永遠の真理に関す

る知識が増し加 えられてきました。

妻を，夫や子供たちのために家事に励む女

性 としてだけでな く，彼女 しかできない才能

や働 きを持つ一個の人間として認 めることに

よって，私は，夫 も妻 もそれぞれ，進歩 と完

成 を目ざす ことに精 を出す必要があるとはっ

き り知 るようにな りました。永遠の結婚 とは，

実際の ところ完全な進歩を目ざしふたりで助

け合 って成長 しようと，誓約することではな

いでしょうか。

トー マ ス ・W・ ラデ ー ン

イ ンス テ ィテ ユー ト ・デ ィ レ クター ， ウ ィス コ

ン シ ン ・ベ ロ イ ト ・ス テー キ部 高等 評 議 員
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質 疑 応 答

zs

七十人第一定員会会長

フランクリン･D･リ チ ャーズ

｢私は教会や他の責任で忙しくて
,

ほかのことをする時間があり ませ

ん。けれども,教 会で与えられる

責任を断わってはいけないと教え

られています。どうすればよいで

しようか。｣

本誌 の回答 は問題解決 の一助 として与 え

られた もので あ り,教 会 の教義 を公式 に

宣言す るもので はあ りません。

ニーファイのように,善 い父母の もとに生

まれた私 は,両 親か ら大切 なふたつのことを

学びました。そのふ たつ とは,教 会の指導老

に従 うこ とと,教 会で奉仕す る機会を決 して

拒んではならない とい うことです。.

この教 えはこれまで私の人生に大 きな影響

を与えてきました。けれども,実 の ところ,

召 しを受け入れ,全 力を尽 くして遂行するこ

とが難 しかったこ ともあ ります。しか し,私

の記憶す る限 り,一 度も教会での奉仕 を頼 ま

れて断わったことはあ りません。

確かに,し なければならないことが多す ぎ

て,自 分が望む ように行なえずに困っている

時に,さ らに別の責任に召されるこ とが あり

ます。 リチャー ド･L･エ が ンズ長老は,あ

る説教の中で次のように述べ ています。｢い つ

もわずか な時間 しか残されていない。……時

には忙 しす ぎて満たされない気持ちを感 じる

こともあるが……忙 しいあまりになぜそんな

に忙 しいのか を考えようとしない時がある。

私たちは多 くの重要でない事柄に時間 をか

け過 ぎてはいないだろうか。そのような不必

要な事柄 を避けることはできないだろうか。

できるだけ簡易化 し,本 当に重要な事柄 を見

直す ことはできないだろうか。機械的になら

ずに,単 調で無意味な行動 をやめて,も う少

し活気ある生活はで きないだろうか。｣

忙 し過 ぎるからと言って,与 えられた責任

を断わる前に,エ バンズ長老の助言に従って

みることです。つ まり簡易化を計 り,本 当に

重要な事柄を見直すこ･とです。 もう一度 自分

の優先順位 を検討 してみて,神 の王国を建設

するためにあなたの時間 と才能 と財産 を惜 し

｢

己
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うな状態には,当 然子供 たちも気づ くはずで

す。親が教会員でない家庭では,安 息 冒の戒

めを破 って 日曜 日に働 くこと,什 分の一 を納

めないこと,禁 じられている飲料を飲むこと,

そのほか福音の原則に反す る行為を求めるこ

とがあ ります。 しか し,霊 の律法だけでな く,

俗 世の律法か ら見て も,両 親は子供の保護者

であ り,子 供 を扶養す る責任 を負っています。

ですから,真 っ向か ら反抗 しても問題の解決

にはな りません。私が若い人々に提案するこ

とは,賢 明な方法 を用いて,教 会の標準に従

って生活する許可 を得 ることです。クリスチ

ャンらしく,穏 やかに話 し合って問題 を解決

して下さい。戒めをよく守 っていれば,断 食

と祈 りによって個人の啓示 を受 け,だ れ もが

納得する建設的な方法で両親 との問題 を解決

できるはずです。それでも問題や争 いが残 る

場合,私 な らば,そ の解決方法について監督

に助言 を求めるでしょう。

私 の知 っているある女性 は,教 会に不活発

な長老 を夫に持っていました。彼女は夫が什

分の一 を納めないことを口うるさ く言ってい

ました。｢あ なたが什分の一 を納めなければ,

この戒めの もたらす祝福 を私や子供たちも受

けられないことになるのよ。……あなたは祝

福が欲 しくないか もしれない。でも,私 はそ

の祝福 を欲 しいの。｣彼女 は何か と怒 ることが

多 くなり,こ の問題が原因で結婚生活も危う

くな りました。 そこで監督の ところへ行 き,

夫 に什分の一を納め させ るのを手伝って欲 し

いと言いました。監督は次のように答えまし

た。｢あ なたの御主人は根が善良で義 しい方で

す。たとえ今は什分の一 を納めていな くても,

御 主人を支持 して下 さい。そ うすれば,'主 は

あなたを認めて下 さるでしょう。神の戒めに

従 えば,･あ なたはいかなる祝福 を失 うことも

ないでしょう。｣後 日ゲその夫は監督が助言 し

た事柄 を耳にして心 を動か され,次 第に教会

の活動に も集 うようにな りました。そして夫

婦の関係 も改善 されたのです。

このように,私 たちは時折ある戒めを守る

ことを一時延ばす ことによ り,さ らに大切 な

戒め を守 る道 を切 り開 くことがあります。(こ

の質問にあるような)微 妙 な立場に置かれて,

取 るべ き行動や方法を決め なければならない

場合,次 のように自問するとよいでしょう。

｢キ リス トならば,こ の ような場合,ど うな

さるだろうか｣と 。

p蓑

昌

ー

ー

心の糧
聖 餐

聖餐にあずかるに先立 って,私 たちの心は清 くなければならない。手

も同様である。私たちは人に対す るあらゆる悪意 を捨て,同 胞 と和解 し

なければならない。そ して,御 父のみこころを行ない,す べ ての戒めを

守 るという望みを心に抱かなければならない。そのようにす るならば,

聖 餐にあずか ることは私 たちにとって祝福 とな り,霊 的成長 を促す機会

となるであろう。

ジョージ･ア ルバー ト･ス ミス
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し ろ じ ゆ うに ん だ い い ち てい い ん か い か い い ん

七十人第一定員会会員

マ リオ ン･D･ハ ンクス

鰯 丁･黙 綴舞 誕瀦儀講

ち い

小 さな
と も

お 友 だ ちへ

翻　 陥…一 訊._脚_

疑

翻

い

タ ヒチ とい うしまに行 った ときの こはなし

と を,お 話 し ま し ょ う。 わ た しは,

フ ィー ジー や,サ モ アや,ト ンガや,

きようかい

ハ ワイや,タ ヒチの教 会の しどうしゃ,

き

ユ タか ら来 た しどうしゃ とい っしょに
で

バ ス に の っ て,出 か け ま した 。 す ごい

あめ ひ

雨の 日で した。バ スのてん じ ょうか ら
あめ はい

も,ま どか ら も雨 が 入 って き ま した 。

した き はい

また,ゆ か下か らは,は い気ガスが入
き ぷん

って きます 。み んな,気 分が わる くな

って きました。 おなかが いた くなった
ひと みず かわ

人 もい ました。水が あふれて川の よ う
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ひる

し ずかな昼のことです ら｢か じだ･か　え

じだ｣と い うさ け び声 が,ノ ー ブ

まち ねん がつ
一 の町 にひび きました。1846年2月9
か

日の こ とです 。

11さ いの オ ー レ リア･ス ペ ンサ ー は,

そ の とき ち ょ う ど しん で ん の ちか くに

おとこ ひと

いて,男 の人たちが しんでんか ら,た
み きようかい

す け をよんでい るの を見 ま した。教会
かい い

の会 いんたちは,み んな,ユ タへ行 く

じゅんびをしてい ましたが,し んでん
き だ

がか じだ と聞 くと,し ご とをほ うり出

して,か けつけて きました。
おんな ひ と こ

そ して,女 の人 も子 どもも,バ ケツ
みず い お とこ ひ と

に水 をくみに行 きました。 男の人たち
みず

はか いだんに2れ つ にな らんで,水 の
はい ひ もと

入 っ たバ ゲツ を リレー して 火元 ま で は

こ び,か らに な っ たバ ケ ツ を,ま た リ

レー でか え し ま した 。 オー レ リア も,

いつしょう みず

一 生 け'んめ い に
,水 を は こ び ま した。

け れ ど も,い どはす ぐにか らに な り,

うま かわ みず い

こん どぽ,馬 で川に水 を くみ に行 きま

した。
かわ

その とき,川 で,べ つの じけ んがお
かわ みず い ひと

こ りま した6川 に水 をくみ に行 った人

が おぼれたφです。 けれ ども,ど うに
ぶん こ

か,30分 後 に;し ん でん の か じは,お

さ ま りま した 。

し ょうぼ う しだ っ た ホセ ア･ス タ ウ

34

きょうだい はな し

ト兄弟の話に よれば,し んでんのやね
し ほう

っらの3.5メ ー トル四方がや けたそ う

です。か じのげんいんは,や ね うらべ

や をとお ってい るス トー ブのえん とつ

のそばで,か わか そ うとしていた よ う

ふ くが もえだ した というこ とです。
ひ

火がかんぜ んに きえた とき,オ ー レ
おお

リア は,大 よ ろ こび で,み ん な とい っ

し ょに,｢ホ ザ ナ｣と さけ び ま した。

じゆう に かい

十二 しとひょうぎいん会のブ リガム･
ちょうろ う とお

ヤ ング長老は,ず っ と遠 くか らけむ り

ρ｢ .

.β

しんでんが
か じだ!曾 .

お は な し:血

ス ー ザ ン･A･マ ドセ ン
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ぱな し

たね まきのた とえ話

お はな し:ナ オ ミ･W･ラ ン ドール

ひ うみ

あ る 日,イ エ ス さ まは,ガ リラヤ の海 で,

ふね なか ひと ばなし

舟 の中か らき しにいる人び とに,た とえ話 を
はな

話 され ま した。

ど怒

＼､x､。 一

ひ

あ る 日,た ね ま きが,た ね をい っぱ い も っ
い

て,は たけ に 行 き ま した 。 そ して,た ね を ま
の

きは じめ ま した。

みち で

あるたねは道ばたにおち,め が 出ない うちに,
とり き た

鳥が来て食べて しまい ました。

S'
､

.li彰 …･･

い し うえ

石 の上 にお ちたたね もあ りま した。そのた
で

ね は,め は出ま したが,ね をはるこ とがで き

ないので,す ぐにかれて しまいま した。

また,あ るた ね は,い ば らの しげ っ
だ

た とこ ろに お ちて,め を出 し ま した。

ちい

けれ ど も,い ば らがのびて,小 さなめ
おお

は,大 き くなれ ませ んで した。

.･』 戸 艶･≧･
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薄

愛の報い

レ ア ー ド ・ロ バ ー ツ

この話は家族の系図記録に記されていた

実話を小説風に編集 したものです。
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クリスチャン ・モンソンの手にする薄暗い

ランタンの明 りが，ノルウェーのフレ ドリッ

クスタッ ト刑務所の くすんだ石壁に暗い影 を

投げ，影はゆらゆらとゆれていた。 クリスチ

ャンは刑務所の事務室か ら地下の監房 に通 じ

る重い樫の扉の前で立 ち止まった。心臓が高

鳴っていた。ふた りの囚人を監房か ら外に出

す計画がばれれば， 自分がこの刑務所に入れ

られるといっことはわか っていた。

看守の鍵束のひんや りとした感触に， もは

やあとには引けない決心の重み を感 じた。彼

は深 く息を吸い込んで，鍵穴に鍵 を差 し込み，

ゆっ くりと回した。かちっという金属音が辺

りに響いた。 クリスチ ャンは もう一方の手で

扉を引っ張った。監房から流れ出 る空気は，

男たちの体臭 と地下室のかび臭 さが混 じり，

湿っぼく異様であった。

彼は所長から夜警をまか された監房へ続 く

石段 をしのび足で下 りて行 った。石段 を下 り

きったところで， ランタンを壁の くぎにかけ

た。明 りは闇の中にクリスチャンの顔 を明る

く照 らし出した。青い瞳 と真直 ぐに伸びた黄

褐色の髪をした，背の高い14歳 のノルウェー

少年である。色 白でつやのある顔 には普段 な

ら茶 目気たっぷ りに笑いが絶 えないはずだが，

揺れるランタンの明 りに照 らし出されたきょ

うの顔は少しこわば り，真剣 そのものだった。

クリスチャンは廊下 を突っきって左奥の独

房へ行 くと，錠前に鍵 を差 し込み扉 を開けた。

「長老たち/」 声をひそめて叫んだ
。明 り

が扉のそばに立って待っていたふた りの男 を

照らした。ふた ワとも無精ひげに長髪で， し

か も油 と泥にまみれて真黒である。青 白い顔

には赤あざがで き，あばたになっていた。服

は汚れ，湿気のためにぼろぼろであった。

クリスチ ャンは刑務所で働いている間に，

ぼろぼろの汚れた服 を着て，冷ややかで うつ

ろな 目をした男たちを大勢見てきた。しか し

このふた りは憎悪に満 ちたほかの者 とは違 っ

ていた。服装や髪や肌は他の男たち と何 ら変

わらなかったが， 目が どこ とな く違っていた。

40

ふた りの 目は温か く，生 き生 きと燃えていた。

ハンソン長老 はにっこりほほえんで， ク リ

スチ ャンの肩に手 を置いた。

「天のお父様は君の勇気 をきっと喜んでお

られ ると思 うよ， クリスチャン。」

「さあ
，急いだ方がいい。」もうひ とりのネ

ルソン長老が監房から出ながら言った。「しか

し， まず祈ろう。」

数分後， クリスチャンとモルモンの長老た

ちは刑務所の外へ 出た。背が高 く厚 い胸をし

た.ハンソン長老は立ち止 まると，両腕 を伸ば

して大 きく深呼吸をし，すがすが しい夜の冷

気 を胸いっぱいに吸い込んだ。

彼らは歩 きなが ら小声で話 した。フィヨル

ド(北 欧の海岸に見 られる細長 く入 り組んだ



狭湾)に 突 き出た細い道にさしかかった。

「モンソン兄弟，ご両親は どうされ るつ も

りですか。」ネルソン長老が尋ねた。

「さあ
，ぼ くわか りません。母 に話 してみ

たんですが聞いて くれ ませんでした。父はプ

ライ ドの高 い人で， ノルウェーに誇 りを感 じ

ています。ルーテル教会の ことも， 自分の信

念 も変 えるような人ではあ りません。母は理

解 して くれるかもしれ ませんが，父はまずだ

めだ と思います。」

クリスチャンは立ち止まってネルソン長老

の方を向いた。吐 く息が闇に白 く残 った。

「教会の真理 を受け入れ ることは苦 しいこ

となんですね，ネルソン長老。」 こう言って，

クリスチャンは歩 き始めた。

ネルソン長老は うなずき，寒 さを防 ぐよう

にコー トの衿を立てた。問題はよくわかって

いた。彼 とハンソン長老が刑務所に入れられ

たの も，人々の心がかた くななためであった。

クリスチャンが沈黙 を・破 って言った。

「何年 も前
，ぼ くが まだほんの小 さな子供

の頃，祖父は，人生 には自分 の将来や子孫の

将来まで変 えるような試練の時があるって教

えて くれました。そして，その時には， どん

なに難 しそうに見えて も， 自分で正 しいと思

う方向へ慎重に第一歩 を踏み出しなさいと言

われ ました。ぼく，その通 りだ と思 うんです 。」

彼 らは海岸に着 くと，岸沿いに小 さな入江

まで歩いた。海岸線は岩が ごつ ごつ出ていて

磯の匂 いが していた。

海に入ってみると，海水は夜の空気 よりも

温か く感 じ.られた。波が岸辺 の岩 に打ちつけ，

静かで リズ ミカルに音楽を奏 でていた。

クリスチ ャンはこの2カ 月間， 自分の教会

の教理 を調べ，聖書やふた りの長老の教 えと

比べて勉強 してみた。そして祈 り求めていた

答 えを得た時に，心の奥底に温かいものを感

じたのであった。平安 な気持 ちに心が洗われ

る思いがして，決断の重 さに，それまで感 じ

ていた苦痛 もいつの間にか和 らいでいた。

月明か りの中で，ハ ンソン長老が片手 を直

角 に上げた。クリスチャンの脳裏 には， ヨル

ダン川に立つバプテスマのヨハネ とキ リス ト

の姿が見 え，人は葬 られても再びキ リス トに

よりよみがえるというパウロの言葉が聞こえ

てきた。それか らハンソン長老の述べ るバプ

テスマの祈 りが耳に入 ってきて，祈 りの力を

感 じた。 と思 うと同時に，体 は水中に沈めら

れた。

水平線のかなたから，金色の光が射 し始め

る頃には，ふた りの長老はすでに監房に戻 り，

クリスチャンは正面の事務室の机 に座 って昼

間勤務 の看守 との交代 を待 っていた。朝の静

けさの中で， クリスチ ャンはこれか ら自分は

どうい う方向に進むのだろうか，両親にどの

ように話 したらよいだろうかと考 えていた。

それか ら1週 間が過 ぎたが，秘密は漏れな

か った。その後 もクリスチ ャンはルーテル教

会 に通 い， いつ も最後列の腰掛けに同年代の

少年たちと一緒に座っていた。堅信礼の 日，

両親は礼拝堂の中ほど，前列の，堅信礼を受

ける子 の両親のために設け られた席に座 って

いた。ルーテル教会では14歳 になると一人前

の信徒 になることができ，堅信礼の 日には人

人の面前で牧師か らルーテル教会の教理につ

いて質問 され ることになっている。

ク リスチャンは， 自分の信念を偽ることは

できない，真実を語らなければな らないと考

えていた。

ついに彼の番が来た。ク リスチャンは椅子

か ら立 ち上が ると，牧師の前へ歩み出た。父

は誇 らしげにほほえんでいる。クリスチャン

は足がす くむのを感 じ，心が動揺 してきた。

教会はいっぱいで，みんなの 目が彼に注がれ

ていた。

高 らかに うたいあげる，牧師の声が礼拝堂

に響 き渡った。

「あなたは神を信 じますか
。」

「はい
。」クリスチャンは弱 しく答 えた。彼

は小声 で祈 りをつぶやいていた。.
「神 はどうい う御方ですか

。」

広い礼拝堂が し一ん と静 まり返った。 クリ
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スチャンは，世界中の人々が耳 をそばだてて

彼に注目しているように感 じた。その時，体

の中に力が湧いてきた。.そこで，ク リスチャ

ンは力強 く，はっきり.した声 で答えた。

「神は体や手足や感情のない御方 ではあり

ません。至高の王座 にじっと座 してお られ る

御方でもあ りません。神は優 しく，善なる御

方であ り，祈 りを聞き，祈 りに答えて下 さる

天の御父です。人間は神のかたちにかた どっ

て造 られ ました。」

ここで牧師は初めて顔 を上 げ，驚 いたよう

に 目を大 きく見開いて質問 を続けた。 クリス

チャンは振 り向いて父を見た。父は石のよう

に固い顔 をして じっと彼を見ていた。

牧師は質問 を続け， クリスチャンは自分の

信念に従 って答えた。

牧師は教理問答 を終えると， ク リスチャン

の顔をじっと見つめて，軽蔑 した ように 「モ

ルモンのような返答だね」 と言った。

「もしそうだ としたら
，うれ しいです。」ク

リスチャンは答えた。

父親のハンス ・モンソンは立 ち上が ると，

怒 りの眼でクリスチャンをに らみつけ，樫の

ステッキで床 をどん と突いた。そしてきびす

を返 し，ステッキの音 を響かせ ながら建物の

外へ出て行った。

その夜， クリスチャンは数 日前から予期 し

ていた通 り，父親に殴られた。その後数 日間

は母のお陰でなん とか父 と顔 を合わせずにす

んだ。 しか しある晩， クリスチャンがた きぎ

を家に運び込んで暖炉のそばに積み上げてい

る と，父が部屋に入って きた。

身のす くむような沈黙の一瞬であった。次

の瞬間，木 こりで鍛えた堂々たる体のハ ンス

・モンソンが，さっとステ ッキを振 り上げ，

息子 を打ってきた。 クリスチ ャンは何度か振

り下ろされるステッキを避けたが，それでも

避け きれずに打たれた箇所はみみずばれにな

った。

ハンス ・モンソンは息 を切 らしてその手を

止めたが，筋肉はひきつ り，金髪はすっか り
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、
汗に濡れていた。 クリスチャンは今に も気絶

しそうな青 ざめた顔でその場に立っていた。

「父さん，父さんに従わないのは悪い と思

います。ごめんなさい。でも，ぼ くは 自分の

したことを間違っているとは思 いません。正

しか ったと思 っています。福音のために，真

理 のために殴られるのならちっとも怖 くあり

ません。」

ハンスは，はあはあ言いながら暖炉のわきか

ら大きなたきぎをつかんで投げつけた。そし

てそこにあったたきぎをみんな投げ終えると，

戸 を開けて， クリスチャンに出て行け と言っ

た。

「モルモンの悪党などのいる部屋はない。」

ハ ンスは出て行 くクリスチャンをどなりつけ，



戸をぴしゃりと閉めた。.これが， クリスチャ

ンが見た最後の父の姿であった。

夜の外気は身 を切 る寒 さであった。ク リス

チャンは痛み と混乱のため力がな くな り，虚

脱感に襲 われた。それでも，父 を愛 し，尊敬

していることに変わ りはなかった。 そして納

屋に転が り込む と，麦わらの山に倒れた。

その夜遅 く， クリスチャンはふ と柔 らかい

手が肩に触れるの を感 じた。母がそばに立っ

ていた。

「なぜ なの
。なぜ あんなことをしたの。 ク

リスチャン。」母 の声は涙にふるえていた。

「ぼ く，勉強しました。そ して祈 って，そ

れが真実だってわかったんです。」クリスチャ

ンは答えなが ら， 自分の言葉に力 を感 じた。

「母 さんに何度 も話そうとしたけ ど，母 さん

は聞いて くれなか った。真実だ とわか ってい

るのに，それ を否定す るこ となんてできませ

ん。そ うすれば， キリス トを否定することと

同 じで しょう。 どんなに傷つけられても， キ

リス トを拒むことな ど，ぼ くにはとてもでき

ないんです。」

寒々としたかび臭い暗い納屋の中で，ふた

りは東の空が白むまで語 り合 った。 クリスチ

ャンは母 とのかつてな く強い絆を感 じた。こ

の ことは彼の生涯で忘れるこ とのできない思

い出 とな り，いつまで も彼の心 を温め，力を

与えて くれるのである。薄暗い光 の中で，母

のほおには涙が光っていた。母はこの世 では

2度 と生 きて会 うことはあるまい と思い， ク

リスチャンを固 く抱 きしめた。

それか ら，す っと立ち上が り，家 に入って

行 った。 クリスチャンは母が置いていった弁

当包みを持 ち， ドラメン市に向かって歩 き出

した。長老たちが， その町にはほかのモルモ

ン教徒がいると話 していたか らである。路上

に紛雪が ちらちら舞い下 りていた。

数週間歩き続け，お金 も使い果た し，食べ

物 を乞わねばな らな くなった。夜は森の倒木

にもたれ，コー トの衿 を立て身を縮めて眠っ

た。生まれて初めて知 る孤独 と寒 さであった。

寂 しさは空腹よ りも心を刺 した。

ようや くドラメン市にたど り着いたが職 も

な く，モルモン教徒 を尋ねてもだれ も知 らず，

ましてや彼 らを捜 して くれる人 もいなかった。

数 日間は職 とモルモンの手掛か りを求めて家

家の戸 を叩いて歩いた。しかし次第に失望の

陰が広がって きた。

あ る夕方，吹きつける雪嵐に仮の宿 を捜 し

ていたク リスチャンは， ドラメン市のはずれ

の森に小 さな小屋 を見つけた。そこで意を決

して，その家の戸 を叩いてみた。す ると婦人

が出て来たので，職 を捜 していることを告げ

た。彼女はにっこ り笑 って，今夫は不在なの

で， また後で来てほ しい と答え，ク リスチャ

ンにパン とチーズを出して くれた。 クリスチ

ャンはそれを食べてから婦人に礼を言い，森

に帰 って行った。たそがれの闇の中で， クリ

スチャンは雪 をかぶ ったしばの木の空洞 を見

つけ，そこに もぐり込んだ。鼻と指先は寒さ

でか じかみ，心は絶望 に沈んだ。

クリスチャンは先程女性 に会 ったことで母

をなつか しく思い出し，家に帰 りたいと思っ

た。意識がおぼろげにな り，眠気が襲ってき

た。 しか し， この まま眠れば凍えて しまう。

一目舜絶望 に身 をまかせて心地良い暖かな眠 り

につこうとした時彼は祖父の言葉 を思い出し

た。

「人生には 自分の将来や子孫の将来まで変

えるような試練の時がある。その時には， ど

んなに難 しそうに見えて も， 自分で正 しいと

思 う方向へ慎重に第一歩 を踏み出 しなさい。

神 は必ず共にいて下さるであろ う。」

クリスチャンは穴からはい出した。雪がど

ん どん降 っていた。

「そ うだ
。」 クリスチャンは大声で叫んだ。

「神様がぼ くのお父さんなら，助けて下 さる。

きっと助 けて下 さる。」

クリスチャンは雪の上にひざまずいて祈 り

始めた。

そこから少 し離れた暗が りで，先程か らこ

の様子 をじっと見ていたひ とつの影があった。
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クリスチャンが祈 り終 わる と， 人影は近づ い

てきた。

モエン ・ホッ トベー トーベン とい う名のそ

の人は， じっと少年 を見つめた。

「私はホ ットベー トーベ ン兄弟です
。私 も

モルモン教徒です。」彼はそう書って，先程パ

ンとチーズをごちそうになったあの家ヘ クリ

スチャンを案内した。家の中は暖かか った。

ホットベー トーベ ン夫妻には子供 がなく， ク

リスチャンはわが子の ような歓迎 を受けた。

ホッ トベー トーベ ン兄弟は大工 と家具職人 を

していて， クリスチ ャンに家業 を教 えた。

クリスチ ャンは19歳 の年 に，シオンである

アメリカへ行 こうと決心 した。ホッ トベー ト

ーベン家具店で働 いた数年間で旅費 も十分に

たまっていた。1887年 の春，背が高 く，端正

な顔立ちをした クリスチャン ・モンソンは，

数年前に死か ら救 って くれた育 ての親に別れ

を告げた。

「どんなに感謝 したらいいか……」 クリス

チャンはふたりか ら贈 られた真新 しい衣服や

その他 の物が詰まった大きなかばんを提 げ，
さんばし

オスロの桟橋に立 った。
「愛 はね

，それだけで十分 なの よ， クリス

チャン。」ホッ トベー トーベ ン姉妹は言った。

涙が笑顔をつたい，地に落ちた。 クリスチャ

ンは自分の涙を隠す ように背 を向けて，船の

タラップへ向かった。

「お手紙
， ちょうだいね。」 ホッ トベー トー

ベ ン姉妹の声が聞こえた。ク リスチャンは振

り返ってもう一度ふた りを見た。彼女は夫に

寄 り添っていた。 グリスチャンはうしろ髪を

引かれる思いであった。実の親同然に彼 らを

愛 していたが， 自分 の取る道は間違 っていな

いことを知 り，それを選 んだのである。

それか ら数十年の後，長身で金髪のオ ット

ー ・モンソンはノルウェーのオスロ市の町は

ずれにある一軒の大 きな邸宅への道を急いで

いた。 うららかな戸外で遊ぶには もってこい

の気持 ちのよい 日である。

邸宅 まで，歩いて30分 とみて歩 き始め たが，
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か な り時間がかか りそうである。遅れた くな

いと思 ったオ ットーは，大通 りからはずれ，

町で も特に貧 しい裏町の狭い迷路の ような通

りを通った。大邸宅か らちょっと離れた所に，

粗末 な家々が集 まっていた。

宣教師はノルウェー語 を話す とい うのが規

則なので，オ ットーは一年余 り英語を耳にし

たことがなかった。彼が1軒 の小 さな家の近

くを通 りかかった時，英語 で命令する声が聞

こえた。

「あの家に入 りなさい
。」

オ ットーはいささか青 ざめて立ち止まった。

辺 りを見回 して も，人影はない。通 りにだれ

もいなかった。なぜ，あそこに行 けというの

か?彼 は考 えた。今に も朽 ちそうなあの小屋

に人が いるのだろうか。彼はきょろきょろ辺

りを見回 して， また歩 きだ した。す ると，小

さいなが ら力強い声が また聞こえた。

「あの家に入 りなさい
。」

ほかにだれ とも約束はしていないはずなの

に， とオ ットーは考えた。 しか も，オス ロ市

一の金持 ちで
，教養 も地位 も力 もある人 との

約束以上に どんな大切 なことがあるとい うの

だうつ。

ちょうど2日 前に， その金持 ちの紳士が ノ

ルウェー伝道部のクリス トファー ソン伝道部

長に，末 日聖徒 の教義 を教 えてほ しいと言っ

てきた。そこで，伝道部の書記 をしていたオ

ットーにその責任が与 えられたのであった。

それを， どうしてやめ られ るとい うのだろう。

遅刻 などできなか った。

「あの家に行 きなさい
。」声が繰 り返 した。

オ ットーは邸宅の門が見える所 で立 ち止ま ，

って，引き返 した。自分は どうかしている と

思った。きっと無人の家に違 いない。

彼は掘立て小屋 の戸を叩いた。

建物の中か ら，足 を引きず る音 と床板のき

しむ音が聞こえた。肌にぞ くっと寒気が走っ

た。戸は皮のちょうつがいか ら内側に開いて，

青 白い顔の老女が現われた。 目に見る通 りの

年老いた姿であった。老い と病人の臭いを漂



わせたその外見は，死期の遠 くないことを告

げていた。老女はオ ットーを見上げ ると，や

や苦 しげに笑いかけた。オ ットーは彼女に恐

ろしいまでの孤独 を感 じ取 った。そして，そ

の心の痛みに耐えられず，老女の暖かい栗色

の瞳か ら一刻 も早 く逃 れたいと思 った。

「なにか?」 老女は言った。声は弱々しか

ったが，明 るい響 きがあった。

オ ットーは何 と答 えれば よいかわか らなか

った。

「私はア メリカか ら来ました。」その言葉 し

かなかった。

「ああ，私，アメ リカに行 った男の子を知

って ますよ。」

「名前は何 とおっ しゃいましたか?」 オッ

トーは，別の大切な約束が ある とい うのに一

体何 をしているのだ と思いながらも，丁寧に

そう尋ねた。彼は，家 を間違ってしまったと

言い訳したい気持 ちにか られた。

「名前はね」老女は温かい昔 をなつか しむ

ようなまなざしで言った。「クリスチャン。ク

リスチャン ・モ ンソン。でも，ず っと昔の話。

もう50年 になる。」

オッ トーはその名 を聞いた時，心の底から

燃えあがる感激が体中にみなぎり，あふれる

の を感 じた。彼は息 もつかずに老女の名 を尋

ねた。こんなことが本当にあるだろうか。

彼女は言った。「私はホットベー トーベ ンで

す。」

オッ トーは言い知れぬ喜びを感 じた。ほお

に温かい涙が流れた。

「オッ トー ・モンソンです。 クリスチャン

・モンソンは私の父です。あなたをよく存 じ

あげています。 アン ・ホ プトベー トーベ ン，

よ く存 じています。」

通 りは静 まりかえっていた。 オットー には

時間が止まったように思われた。そ して次の

瞬間，』オ ットーは老女のやせこけた腕が 自分

を抱 くの を感 じ，小 さ くすす りな く声 を聞き，

深い孤独が彼女 を離れ去るの を感 じた。

聞 くところによれば， クリスチ ャンがアメ

リカへ旅立 ってか らしばらくして，夫婦は ド

ラメン市からオスロ市へ引っ越 した とい う。

ク リスチ ャンが アメリカか ら出した手紙は届

かず，引っ越 しの後5年 ほ どしてモエン ・ホ

ットベー トーベ ン兄弟が病で亡 くなった。以

来ア ンは独 り身 とな り，この数年間は病のた

めに働 くことさえで きず，ひ とり寂 しく暮 ら

していたのだ った。助けて くれる人はな く，

孤独な死 を恐れて助けを祈 っていたという。

オッ トーは老女をしば しば見舞い，看病の

手配 をし，心地 よい家に住 ませ，食事や薬を

与えた。それか ら数カ月後，彼女は亡 くなっ

た。周囲の人々に温か く見守 られ，愛されて

この世 を去ったのであった。
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マ ー カ.レ ッ ト ・ク ブ ラ ー

作リ話が本当に

私 は ドイツの西ベル リンで1年 剛 動きなが
ら勉強 していましたが，ち ょうどク リス

マス休暇で帰省 した時のことです。高校時代

の旧友が， もし・一緒に教会に行 くな ら帰 る時

に空港 まで送って くれると言うので， 彼につ

いて教会に行きました。出席 してみて，集会

の自由な雰囲気にまった く驚いてしまいまし

た。ろうそくや式服や聖歌はそこにな く，昔

の町の寄合い といった感 じです。そんな雰囲

気に，私は非常に.興味をひかれたのでした。

空港に向か う途 中， オー一クラン ドを通った

時・に，私たちは丘の上にある神殿に立 ち寄 り

ました。風 と雨のひどい〕でしたが，神殿は

とて も明る く輝いていました。訪問.者センタ

ーでは
，ガイ ドが案内 して ドさいました。

再び西ベル リンに帰った私は，・.番近 くの

支部に行ってみ ました。そ して，早速ふた り

の若 い宣教師か らレッスンを受 けることにな

りました。 ところが，その レッスンはすでに

神 を信 じている人々のために準備 された もの

でした。その頃の私は，卑書は作 リ話で， キ

リス ト教徒 と称する人々は.歴史的に見て も争
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いばか りを引き起 こして きた人々だ とい うの

を持論に していました。私は何度か集会に出

て心に温か いもの を感 じましたが，当時の友

達は人間の力 しか信 じない無神論者の学生だ

けで した。彼 らは，イエス ・キ リス トの実在

を信 じようとする私 を陰で笑っていました。

友達の方に心が傾いていた私は，霊的な もの

に中途半端 な気持 ちしか持てませんでした。

そのため間もな くあれ これ と思 い悩む ことに

疲れて，政治活動に加わった り， ビールを飲

んで，友達 とどんちゃん騒 ぎをした りするよ

うにな りました。

その後，冒険心 も手伝って，私は友達 とふ

た りでイス ラエルに行 き，キブツ(集 団農場)

で働 くことにしました。私 たちはイスラエル

に住むことを許され，熱心に働 きました。 こ

のようにして何カ月か過 ぎましたが，私は宣

教師から聞いた教 えを忘れ ることができず，

今の 自分の生活は果たしてよいものだろうか

としばしば考 えました。また，異国情緒豊か

なイスラエルの国にいたこともあって，時間

を見つけてはイスラエルの歴史 を研究 しまし

た。オ リブ山の頂からエルサレムを臨んだ時，

私は感動 し，胸が熱 くなるのを感 じました。

そしてどういうわけか聖書の物語が生 き生 き

とよみがえってきて， まさに現実の出来事の

ように思えたのです。 こんなことは今 まで一

度 もなかったこ とです。シナイ半島の砂漠の

荒涼 とした静けさ，ごくまれに鳥のはばた.く

音 しか聞こえない静かな砂漠の中で，私は信

仰の第一歩を踏み出したのでした。

秋の訪れ と共に，私の心の中に，この教会

の教 えは真実であり，教会の活動は神からの

霊感によるものであるとの確信が強 くなって

きました。 そしていつの間にか 自分は教会の

理想や指導者，知恵の言葉を擁護するように

なっていたのでした。

クリスマスの季節に合衆国に戻 って きた私

は，教会 のことをまじめに勉強 したいと思い

ました。そして，友達や家族にモルモン教徒

として対面する自分の姿 を心に思い浮かべま

した。ふた りの姉妹宣教師か らレッスンをも

う一度受けた時，今度 は実 によく理解 できま

した。旧友 も私 を喜んで助け，疑問に答えて

くれました。そして私が真理を知 ることがで

きるように励 ましてくれたのです。それから

1カ 月後に，私はその友達の手によってバプ

テスマ を受けました。家族や友達 と会 うのは

思 っていたほ ど難 しくはあ りませ んで した。

その時 も今 もそうですが， 自分は正 しいこと

をしているという.揺ら ぐことのない確信が大

きな勇気 となって私 を支えて くれたからです。
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E・'D・ テ ル フ ォ ー ト{

反逆の王子とりべ力

ぽ ・くは どっして も集中できなかった。市立
図書館は蜂の巣 をつついたような騒 ぎで

ある。いらい らしたぼ くは，自分が なぜ心 を

集中できる静か な大学図書館 ではな く， この

市立図書館 を選んだか を一瞬忘れかけていた。

す るとそこに理由の主が近づ いて きた。

彼女は今図書館の司書補 として働 いてお り，

まさに一番の美人 というところである。名札

か ら彼女の姓がバー トンとい うことだけは分

かっていた。その彼女の名前を知 りたいばか

りに，図書館通いを始めてきょうで3日 目で

ある。それなのに彼女は，「こんばんは」どこ

ろか，「シー ッ，ここは図書館 です よ」の一声

す らかけて くれなかった。

それでもぼ くは，今晩こそはと望み をつな

いで，また出かけてきたのである。しか し，

心ここにあ らずの状態では，本は開いても，

勉強などできるはずがなか った。ぼ くは，ア

メ リカ史の本 をわきに置 き，腕 を組んで，忙

しく働 くバー トン嬢をじっと見詰めていた。

彼女は時々ぼ くの方をちらっと盗み見た。そ

の時に，ぼ くはにこっと大 きくほほえんでウ

インクをした。す ると，彼女はさっと下 を向

いて赤 くなったほほを隠 した。少な くとも私

の存在には気づいて くれたのである。

ぼ くは彼女の優雅 な美 しさにも参 っていた

が，何 よ りも控 え目な服装が好 きだった。ぼ

くの 女友達 と.いえば， よれ よれの ジーパン

にでれっとしたブラウス とい うのが通 り相場

だった。けれ ども，バー トン嬢はちゃん とし

た洋服を着ている。スカー トの丈はひざまで

あ り，厚化粧 もな く，実際そばに寄 って見な

・
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繹
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ければ化粧 しているのがわか らない程であっ

た。長い髪が頭か らべ一ルのよ うに美 しく肩

に伸びている。服装， しぐさ，外見， どれ を

とってみてもまさに淑女であった。

ぼ くがそういう彼女にこれほど心 を引かれ

るとは，何 とも奇妙な話 である。ぼ くは彼女

とはまった く正反対であったか らであ る。ぼ

くは髪の毛 もひげ も肩に届 くほど伸び，色あ

せ たジーパ ンに，刺 しゅうを施 したデニムの

チ ョッキ，おまけにす りへったサ ンダルとい

っさなが ら反逆の王子 である。か たや彼女は
こん げ

徳 と従順の権化のような淑女 である。

ぼ くにはぼ くの生 き方があ り，彼女 には彼

女の生 き方がある。その違 いが打 ち破 るこ と

ので きない大 きな壁 となって，ふ たりの間に

立 ちはだかっていた。その壁 を突 き破 るには，

ぼ くが髪の毛 を切 って社会に順応するしかな

い。 とんでもない .ノ背広を着てネクタイを結

ぶなど，た とえ彼女のため とはいえ，できな

い相談だ ./

握 った鉛筆が手の中でポキ ッと折 れた。な

ぜ ぼ くはあのおす ましの司書なんかに， こう

ものぼせ たのだろう。あの瞳，あの笑顔，彼

女の存在その ものの中の何 かが強烈に私の心

を引き付け る。そ して 自分の意志 などまった

くおか まいな しに，彼女への思いは日ごとに

つのってゆく。なのに， まだ彼女の名前 さえ

知 らない。

ぼ くは，彼女の方でぼ くの生 き方に同調 し

て くれないか と考 えてみた。近 くの棚に本を

返 しに来た時に，ちぢれ髪の彼女 を想像 して

みたが， どうもぴった りこない。モナ リザで

も，バー トン嬢 よ りは様にな るとい う感 じだ。

彼女は本を入れ終わ り，机の方へ戻 ろうと

して後 ろを振 り返った。その瞬間 目と目が合

い，彼女の唇にかすかな笑みがこぼれた。わ

きを通 り過 ぎる彼女 のために，ぼ くは急いで

椅子 を後ろに引き，193セ ンチの体 を真っ直

ぐに伸ば して，気 をつけの姿勢で敬礼の真似

をした。そして，「は じめ まして，お嬢 さん」

とささや いた。いや，ささや いたつ もりであ

った。けれ どもぼ くの声は図書館中に響 いて，

バー トン嬢は顔 を真 っ赤 にした。さざめ くよ

うな笑い声が館内に広が り，ぼ くはまった く

ばつが悪か った。

バー トン嬢が机に戻 って，ほおの色 もおさ

まった頃，13歳 くらいの， そばかすだ らけの

少女が彼女の ところへやって来た。バー トン

嬢が少女の 目をじっとのぞき込んで，ほっそ

りした手 を少女のぽちゃっ とした手に重ねた

ので，少女が 「本は どこにあ りますか」 とい

ったいつ もの質問をしたのではないこ とは分

か った。ふた りの会話から 「反抗」 とい う言

葉が私の耳に飛び込んできた。

ぼ くは静かに，彼女の机に近い席に場所 を

移 した。バー トン嬢が何 と言うのか興味があ

ったか らである。ぼ くは雑誌 を開いて読んで

いる振 りをしなが ら，思 い切 り椅子を後ろに

傾けて，ひと言も聞き漏 らす まいと耳 をそば

だてた。

少女が言った。「反抗の仕方について書 いて

ある本が欲 しいの。」

私 は少 しおか しくなったが，バー トン嬢は

真剣 そのものだった。

「それで
， あなたも反抗 しなければみんな

の仲間になれないって考えているのね?そ う

で しょう。」

「そ うなの!だ れ もか もみんな反抗してる

わ。姉 さんだってそうなの。今晩 も学長が構

内でマ リファナ を吸 うのを禁止 しているから

って大学のデ モに出掛 けたの。兄 さんも，父

さんや母 さんか ら髪の毛を切 りなさいって，

うるさ く言われているけ ど，かか とまで伸び

たとしたって切 りそうもないわ。」少女が私の

方 を見ているような気がした。

話は続いた。「父さんはス トライキ中，母 さ

んはウーマンリブの仕事 で出歩いてばっか り。

それだ って反抗 でしょう?」

バー トン嬢は じっと考 え込んでいる様子で

あった。それか らしば らくして口を開くとこ

つ言った。

「人が反抗す る時はね
，利己的だか らなの。

自分のや り方 でや ってみたい。そんな時にほ

かの人か ら反対があると反抗する.のね。かん

しゃ くを起 こすの と同 じね。 自分が間違 って

いることを知 るのが怖いから反対意見に耳を
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貸 さ.ないの。

正 しいことをす るには勇気が いるわ。特に

良 くないことをする方が簡単な時にね。でも，

よく覚 えてお くといいわ。臆病な人が反抗す

るの。勇敢な人は法律 を守 り， 自分が正 しい

と思 っていることを行な うの。そ して，何か

悪いことがあれば， その悪いことに対 して反

対意見を述べる勇気 を持 っているはずよ。」

ぼ くは憤慨 した。思いを寄せ始めていた女

性か ら，.個人攻撃を受けたよ うに感 じた。 し

かし， どうにか 自分の気持ちを鎮めた。彼女

の言ったことは，ぼ くの考えとは違 っていた。

ぼ くはそのまま耳を澄ましていた。恐ら く臆

病者が反抗するのだといった言葉 を撤 回する

か，あるいはその意味を明確に して くれ るは

ずだ。

少女は当惑している様子 だった。「じゃあ，

ジ ョー ジ ・ワシン トンや トーマス ・ジェファ

ーソンは臆病者なの
。だってイギ リスに刃向

かったでしょう。」

「ううん
，違 う。彼 らは臆病者ではないわ。

イギ リスに刃向か った りしなか ったわよ。あ

なたも知 っているように，大英帝国はアメ リ

カの移民たちに対 して公平 じゃなかったわ。

重税 をかけ，その上議席 も与えようとしなか

ったの。 もし公平なことをしていたら， アメ

リカ独立戦争はなか ったはずだわ。」

何たる暴言!ぼ くは席 を立 とうとした。 と

ころが椅子の後 ろにもたれかか っていたこと

をす っか り忘れていて，本 と一緒にどすん と

床にひっくり返 ってしまった。何が どうなっ

たのか分か らずにきょとん としているぼ くの

周 りに，バー トン嬢 をはじめ，図書館 にいた

半分ほどの人たちが集まってきた。
「あの う

，おけがはありませ んか?」 バー

トン嬢はぼ くが倒れた場所 をすばや く見回 し

て心配そ うに言った。

「いや あ
，ち ょっとショックを受けただけ

ですよ。」ぼ くは低 い声 でつぶやいた。

ぼ くが起 き上が ろうとして もつれた足を倒

れた椅子の間か ら引き抜いている間に，バー 、

トン嬢は見物人を席に戻 した。そ して彼女は

ぼ くのそばに立 ってこう言 った。
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「何かびっくりさせるようなこ とを申し上

げたでしょうか。」

「そうだよ!」 ぼ くは少 し無愛想に言 って

か ら，一瞬彼女 を傷つけたのではないか と顔 .

色 をうかがった。そして，今度は優 しく話 し

かけた。「バー トンさん，あなたは反抗 という

ことにつ いてだいぶ偏見 をお持 ちのようです

ね。」

彼女は うなずいただけで何 も言わない。ぼ

くは続けた。

「あなたは反抗するのは臆病者のすること

だ とおっしゃっていましたが，ぼ くには納得

がいきませ ん。その くせ，建国者たちはイギ

リスに反逆 したんじゃないと言うんで しょ。

ねえ，……司書さん!」 ぼ くはこれ以上言っ

てはならないと思い， 自分か ら口を閉ざした。

「お気にさわった らごめんなさい
。……」

彼女の声はそのまま小 さくなっていった。す

ると向こうの方か ら一風変わった顔 をした男

の人が近づいてきた。

「主任司書だわ .ノ」バー トン嬢は言葉 を飲

み込むように して，ぼ くの腕 をぎゅっ と握 っ

てから，急いで机に戻 り，仕事 を始めた。

また椅子に腰かけるのはつ らか ったが，閉

館後 にまた，バー トン嬢 と話ができる とい う

思いが打 ち身の痛み を局部麻酔のように和ら

げて くれた。「臆病 な人が反抗するの。勇敢 な

人は法律 を守 り……」彼女 の言葉 をあれこれ

思いめ ぐらした。

彼女は間違 っている!ぼ くは反対 した。み

んなもそうだ。人と違 う生 き方 をし，社会の

慣習 を打破す ることこそ勇気が いるんだ。臆

病者が髪 を伸ば した り，建物を襲撃 した りで

きるか!君 のようなことを信 じていた ら何 も .

で きない。

ところがふ とある思いが心に浮かんできた。

「だが
， ダン。おまえは何を信 じているん

だ。」

「自由だ!」

す るとその声はこうささや いた。「自由は，

規則や義務や拘束があってこそ存在 し得 るの

だ。」

ぼ くは何 も言えな くなった。心の内か らく



る声に返答できなかった。ぼ くは反抗するこ

とで勇気 を見せていたのではない。ただ安易

な道 を取っていただけだった。家庭 も宗教 も

窮屈す ぎた。義務や責任から逃れて勝手に楽

しみたかった。ただそれだけであった。

父はそんなぼ くをよ く怒っていた。母 もぼ

くのこ とで泣いた。ぼ くは父母 を傷つけたこ

とで自己嫌悪に陥 ったこともあった。 しかし

両親か ら失望 されて も友達か ら笑われ るよ り

はましだ と思っていた。こ うして次第にぼ く

は家族か ら遠 ざか るようにな った。そして表

面は平静を装っていたが，心は深 く傷ついて

いた。

「臆病者が反抗する!彼 女の言 うことが正

しいのか も知れない。」ぼ くはひとり言 を言い，

深 く息を吸った。疲れた両肩の重い くび きが

取 り払われたような気が した。こんな自由な

気持ちになったのはここ数年来なかったことだ。

ふ と，人の気配 を感 じて振 り返 ると晴れや

か な笑顔を したバー トン嬢がそこにいた。

「何か一 人で楽 しそうにお しゃべ りしてい

たようですけ ど?」 彼女は言 った。

蟹

「うん
。で も，あなたとお話 した方がいい

なあ。」

彼女はに こっと笑 った。

「車で送 りたいけど
，いいかな?」

「す ぐ近 くなんです
。だか ら，いつ も歩 く

の。でも，あなたが歩いて送 って下 さるとい

っのな ら……」

ぼ くは即座 に応 じ，ふた りはさわやかな秋

の夕暮れの中を歩いた。1，2分 間位， 黙っ

ていたが，やがてぼ くが先に口を切 った。

「バー トンさん
，お名前は?」

彼女は笑 って， 「ええ，図書館で働 く前は，

リベ カって呼ばれてい ました。」

「ベ ッカー ・バー トン!か わいい名前です

ね!」

「ベ ッカー じゃあ りませ ん
。 リベ カです。」

そっいってふた りは再 び黙って しまった。そ

こで話のよ りをもどすために彼女が言 った。

「リベ カは イサ クの妻でしょう
。知っていら

っしゃる?」

ぼ くは うなずいた。

「それ じゃ
，あなたのお名前は?」

「ダンです
。」

「ダニエル も聖書に出て くるお名前ね
。聖

書はお読みになったことおあ りですか?」
「ず っと前に

，ほんの少 し。」その夜，聖書

の話をしようとは，つゆほ ど考えて もいなか

った。

「ねえ
， ダン。 もしも図書館が火事になっ

た ら，私， まっさきに聖書 を持ち出す と思 う

わ。」彼女の目は輝いていた。彼女の生活の中

で宗教が非常に重要な位置 を占めていること

がわか った。

リベ カはぼ くが一向にのってこないので，

少 しとまどったように口ごもった。「こんな時

に聖書の話なんか してはだめなのね。」そう言

ってか ら尋ねた。「あなたはクリスチャン?」

その質問は，ぼ くの過去の扉，心のき裂の

奥深 くに隠 し続けてきた扉 を叩いた。自分で

気付かない記憶 と感情の中にその答えが秘め

られていたのであ る。

あれは焼け付 くように暑い 日のことだった。

妹のスージー とふた りで，父が毎週恒例のゴ
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ルフ試合 を終 えて迎 えに くるの を教会の外で

待 っていた。汗が背中を伝 って落ち，スージ

ーの金色の巻毛 も汗ばんで
，重 く垂れ下がっ

ていた。ぼ くたちふ たりは友 達 が親子で教

会から帰 って行 く姿 をうらや ましげに見てい

た。父 と母が一緒に教会に来て くれた らいい

のに と心か ら思ったものである。そのことに

ついて祈 ってもみた。 しか し，両親はいつ も

忙 しいとか疲れたとか言 っては，私たちの期

待 を無に してきた。そして父が車 で迎えに来

た時には，ふた りともいいかげん待 ちくたび

れ，父や母に無性に腹を立てた ものである。

母 はたいてい家で夕食の仕度をして待 って

いる。食卓 を囲む段になって も， まだ怒 りは

おさまらない。私はほ うれん草がきらいだっ

たので， そのまま皿 をスージーに渡 した。 と

たんに父 と母が小言 を言 う。「ダン，ほうれん

草 も少 し食べなさい。体にいいんだから。」

ぼ くはもうが まんできなかった。「じゃ，パ

パ とママは どうして教会に行かないの?ほ う

れん草がぼ くにいいって言 うけど，教会はパ

パ とママにいいでしょう。」父はぼ くをな ぐり，

母は泣 きなが らテーブル を立 った。ぼ くは傷

つ き，怒 って家を飛び出 したのだった。

「ぼ くはク リスチャンかな?リ ベ カ
。」ぼ く

はわれに返って彼女にそう尋 ねた。「少な くと

も昔はそうだったか もしれない。」彼女はぼ く

の気持 ちを察 してそれ以上何 も言わなか った。

ふた りは薄暗 くなった並木通 りを一緒に歩

いた。落葉を踏むカサ カサ という音だけが聞

こえる。ぼ くは寒々 とした暗い世界にひとり

で取 り残 されているような孤独感に襲われた。

今は何 よりも， リベ カの助けが欲 しい。彼女

は自分にはっきりとした確信 を持ち，心 も平

安である。ぼ くは彼女のような強さと知恵が

欲 しか った。それでいて彼女の温かいまなざ

しがこわ くて，足元ばか りを見ていた。

ぼ くは小声で尋ねた。「リベカ，君はどうし

てみんな と違 うの?」

神 を信 じているからということは容易に想

像で きた。これまでも彼女は非常に信仰の篤

い女性だ と感 じていたか らである。 しか しぼ

くは，彼女 をあんなに繊細で，優 しく，思 い

や りのあ る人にする宗教は一体何 なのか，知

りたいと思 った。

ぼ くはなお もしつ こく尋ねた。「リベカ，君

の宗教は何なの。カ トリック?プ ロテス タン

ト?そ れ とも別の宗教?」

彼女の唇にかすか なほほえみが浮かんだ。

「『別 の宗教』の部類に入るのでしょうね，ダ

ン。私，いつ も真理 を捜 し求めているの。そ

してそれ を不思議なところで見付けることが

あ るの。でもいつ もひ とつの問題に突き当た

るの。この世 にあ らゆる真理 を持つ宗教が本

当にあるのだろうか って。」

リベカの質問はぼ くの胸を強 く打った。彼

女は問いかけるようなまな ざしでぼ くを見て

いた。ぼ くは彼女の目を見ることができなか

った。眼前に 自分の過去がゆらゆらと燃え立

ってきて どうしようもなかった。ぼ くは黙っ

て頭 を垂 れ，そして祈 った。何年 も忘れてい

た祈 りである。それか ら頭をあげ， じっと彼

女の目を見詰めて，かみしめ るよっに言った。

「リベ カ
，君はモルモン教会のことを聞い

た ことがあるかい?」

52



ジ ョ セ フ ・F・ ス ミ ス

神のみ前 に立つ

剛 れか らしばしの間皆様にお話 をす るに当
一

た り，私はみたまの助け と，私 の兄弟姉

妹 である皆様の友情 と信仰 と賛同が得 られる

ように と願 っている。今朝私は長 い時間お話

す るつ もりはないので，大切 なことだけを申

し上げたい。御父の慈悲により， この ように

皆様 と共に末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の

創立86周 年記念に当たる今大会の開会の席に

出席 し， この ような光 景 を目にさせ ていた

だいたことを私は心か ら感謝 している。言葉

では とて もその感謝 の気持 ちをお伝 えしきれ

ないほどである。

全能 の神 の導きと霊感の下に，神 の権能 に

よってこの末 日の業を始めた予言者ジ ョセブ

・ス ミスと兄弟たちは
，私が今このタバナク

ルで目に している光景 を見るこ とを許 された

としたら， きっ と喜ぶに違 いない。万物 を見

通 した もう神があらゆる御 自身の業 を目にさ

れるように，彼 らも私 たちを見る特権がある

と私は考えている。なぜな らば，救い と昇栄

をもた らすため人の子 らの間に神の業の基 を

据えるべ くこの神権時代な らびに過去の神権

時代に選ばれた人々は，御父の子 らをその罪

か ら贈い救 うために，神の知恵 と目的によ り

与えられた彼 ら自身の働 きと努力 と使命の結

果を霊界か ら見下ろす権利 を奪われることは

ないか らである。

神の王国を見守 る予言者たちの眼

したがって，予言者 ジョセブ ・ス ミスを初

め とす るこの神権時代 に殉教 した人々，その

ほかブ リガム ・ヤング， ジョン ・テイラー，

ウイルフォー ド・ウッ ドラフ，彼らと共に地

上での使命 を果 たした忠実な人々は， その発

展のために彼 らが生涯の間働いた神の王国を

興味をもって注意深 く見守 っているに違いな

い。彼 らは今，幕の彼方か らこの地上にいた

時以上に私 たちの幸福に深い関心を寄せてい

ると私は信 じている。……
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栄 えある示現

私はこのような気持 ち，喜びを心の中に持

てるこ とを神に感謝 している。私 は，創造主

であ り御父である全能の神のみ前だけでな く，

肉におけ る神の独 り子，世 の救い主のみ前に

立っていることを神に感謝す る。また，ペ テ

ロとヤコブ(私 たちは気付かないが， ヨハ ネ

の目も私たちに注がれでいる)の 前に立ち，

さらにはジョセブ ・ス ミス，ハイラム ・ス ミ

ス，ブ リガム ・ヤング， ジョン ・テイラー，

の場で，愛 と一致 と調和の うちに，自分 も彼

らが果た したように義務 を果た したという絶

対的な確信 をもって会いたいと願 っている。

私がひとり感激に浸っているとすれば， どう

かお許 しいただきたい。しかし，皆さんも，

もし自分が全能の父な る神 のみ前，神の御子

と聖い天使 たちのみ前に立っていると感 じた

ならば，特別な感動 を覚 えるのではないだろ

うか。しか もその感動，感激はひとしおであ

ろう。私は今それを心の奥底か ら感 じている。

私はこのような気持ち，喜びを心

の中に持てることを神に感謝して

いる。私は，創造主であり，御父

である全能の神のみ前だけでなく，

肉における神の独り子，世の救い

主のみ前に立っていることを神に

感謝する。

ウイルフォー ド・ウッ ドラフ， ロレンゾ ・ス

ノー，その他イエス ・キ リス トに対す る証に

雄々しく， この世 での使命に忠実であった今

は亡 き人々の前に立 っでいることを感謝 して

いる。 この世 を去る時，私は， 自分が彼らの

模範に従 い，彼 らが携わった任務 を彼 らと同

じように果たし，また彼 らが忠実であうたよ

うに私 も自分に委ねられ，求め られた義務に

忠実であった とい う気持 ちをもって彼 らに会

う特権に浴 したいと思 っている。それ も， こ

永遠の生命 とは，神 とイエス ・キ リス トとを

知 ることである

ところで，私は幼い時か ら，イエス ・キ リ

ス トの福音がそれ を受け入れて従 うすべての

人に救 いをもた らす神の力であることを宣言

す るこ とを使命 とし，務め としてきた。私は，

私 たちの主なる救 い主 イエス ・キ リス トの御

父である神，御子すなわち肉におけ る独 り子

を生みたもうた生ける神を信 じている。世の

人々に対 しては，もちろんのこと，教会幹部

の兄弟たちに対 して もこのことを宣言する義

務が私にあ る。御父の生みたもうこの御子は

成長 し，御父 と生 き写 しにな られた。そのた

め主は，「わた しを見た者は，父を見たのであ

る」(ヨ ハ ネ14：9>と 言 っておられる。

世の中には，神 は単 に霊 に過 ぎず，広大な

宇宙に満 ちていて，人の形 をとるとらないに

かかわ りなくどこにでも存在す るとい う考 え

方がある。 しか し，私 はその ような教義 を信

じることはできない。なぜ なら，広大な宇宙

に満 ちて，同時にすべ ての場所に存在す ると

すれば，神は体 を有する存在であるとは考 え

られないか らである。永遠の父なる神が，個

人 として同時にふたつの場所に現われると考
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えることは，道理に合わない。物理的にも神

学的にも矛盾 してい る。それは不可能 なこと

である。 しか し神の力は広大な宇宙全体に及

んでいる。神の力は御 自身が創造 されたすべ

てのものに及び，神 の知識は万物 を包含 して

いる。そして神は万物 を治め，万物を知 って

お られるのである。

永遠の生命 とは，唯一 のまことの生ける神

と，神が遣わされたイエス ・キ リス トとを知

ることであるという聖典の言葉は真実である。

永遠の父なる神が，個人として同

時にふたつの場所に現われると考

えることは，道理に合わない。物

理的にも神学的にも矛盾している。

それは不可能なことである。 しか

し神の力は宇宙全体に及んでいる。

うとい う気持 ちになるだけでな く， その決心

もで きるはずである。 この神 の宮居 で執行 さ

れ るすべての儀式 とイエス ・キ リス トの福音

のすべてこの儀式は，御父のみこころにより，

地上 の子 らに天父のみ もとに帰る資格 を得 さ

せ るために計画 されたものである。神 とイエ

ス ・キ リス トを知 っている者は，神 がその子

らに課せ られるすベゼの要求に忠実に応える

ことによって，その知識 を確固たる ものにす

る。 そこに救 いと永遠の生命の賜がある。悪
れいめい

魔 は私たち以上に御父を知 っている。黎明の

子ル シフェルは私たち以上に神の御子イエス・

キ リス トを知 っている。 しか しその知識が永

遠の生命にまで及ぶことはない。なぜなら，

ルシフェルは知識があ りながら反抗 している

か らである。知 っていても従順ではない。ま

た真理 を受け入れないであろうし，真理に従

わないであろう。 したが って，ルシフェルは

滅び と言われる。ルシフェルに救いはない。

このことは私 たち神のすべ ての息子，娘に当

ては まる原則 であ る。私 たちは皆，判断力

と知識を持ち，因果関係 を説明できるからで

ある。また事の真偽，善 と悪の区別ができ，

光 を見，光 と闇の識別ができるか らである。

(ヨハネ17：3参 照)末 日聖徒 は，聖典の教

え と予言者 ジョセブ ・ス ミスを通 して下 され

た啓示 を学ぶことに よって，真実の生け る神

と，神がお遣わ しになった御子 について知 る

ことができると私は考 えている。そのことを

単なる知識 としてではな く，証 として身に受

けることができるならば，私たちは何 をおい

ても主の教 えを守 り，主の律法に従 い，主の

要求に応え，そして神の宮居 ならびにイエス・

キリス トの福音のすべての儀式 を受け入れ よ
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福音 は私たちの養育掛である

さて，イエス ・キ リス トの福音 とは，唯一

まことの生ける神 と神が世 に遣わされた御子

を知 るこ とである。 この知識は，主のすべ て

の戒め を守 ることにより， また信仰 を持ち，

罪を悔い改め，罪の赦 しを得 るための水に沈

め られるバプテスマ，神の権能 を持つ者の按

手礼によ り聖霊の賜 を受けては じめてもたら

され る。イエ ス ・キリス トの福音は，人に救

いを得 させ る神 の力である。(ロ ーマ1：16参



照)真 理に従 い，神が定め られた秩序に従 う

ことである。それは，神の家は秩序の家 であ

って混乱の家ではないからである。(教 義 と聖

約132：8参 照)主 は人々 に説 き，教え，勧

め，訓戒 し，義の道 を歩ませるために，御 自

身の教会 に使徒，予言者，祝福師，監督，教

師 を置か れた。主の教会 に集っている人々は，

イスラエルの中にあって教 え，導 き，勧める

ための権能 を神か ら授け られている者の声に

耳 を傾けなければな らない。 イエス ・キ リス

トの福音にあってこれらはすべて欠 くことが

できない。またこのほかに も，神の宮居で執

り行 なわれる儀 式な ど多 くの大切 なことがあ.

る。神の宮居の儀式は， この世 が創造されて

以来， この神権時代ほど明瞭 に示された時代

はないであろう。これ らの儀式はすべて，そ

の時代 その時期に応 じて欠 くことのできない

ものであった。私 たちはだれ も，神が私 たち

に啓示 し，求めておられるこれらのことを無

視できるほど偉 くはない し，立派でもない。

また神か ら離れて生 きる力 もないのである。

神に依存 しないで生 きられる者はひとりもい

ない。私 たちは神が創造 された地球 に住み，

神が 創 られ た空 気 を吸 って生 きてい る。 ま

た太陽の光に浴 している。私 たちが食べ てい

る物，身につけている物 もすべて神 が創 られ

た ものである6神 は，私たちの衣食住，運動，

人間に必要 なすべてのものを備 えて下 さって

いるのである。

神権の回復

私 たちは神の恩恵を受けている。いつ，い

かなる瞬間にも神に依存 している。私たちは

御父 と御子 を信 じ，御二方が人類 に与えて下

さったみ言葉 と勧告 と神の権能 を信 じている。

また，予言者 ジョセブ ・ス ミスの聖なる使命

をも信 じている。私たちは， ジョセブ ・ス ミ

ス をこの時代 における権威，権能 を授けられ

た者，知 恵と知識 を付与 された者 として受け

入れている。ジョセブ ・ス ミスは，イエス ・

キ リス トの教会の基 を据 え，全人類に救 いを

得 させ る完全な福音 を回復 し，また人の子 ら

の中にキ リス トの教 えと福音の儀式 を回復 し

た。その教義 と福音の儀式は もちろんキ リス

ト御 自身が教 え，執行 してお られたものであ

り，キ リス トから権能 を受けた弟子たちが，

悔 い改めて御父 と御子のみ名を信 じるすべて

の者に授けていた と同じものである。

私たちは，人の子 らに生命に至る儀式 を執

行す る鍵 を有する神の権能 を回復 して下 さっ

たのは神であると信 じている。この神の権能

がなければ， だれ も水に沈め られても罪の赦

しを受けるこ とができないし， またそうしな

いであろう。罪の赦 しを受け るには，神の権

能 によらなければならない。神の権能 を持た

ずに行なって も，主はその働 きを受 け入れて

下 さらないであろう。なぜなら，主か ら権能

を授け られて資格 ある者 とされず，また召 し

も任命 も受けていない人間の手による業を主

は受け入れられないか らである。しか し，神

よ り召 され，聖任あるいは任命されて，天父

と御子 と聖霊 とのみ名によ り執行する権能 を

授け られている場合は，創 り主であり権能の

付与者 である神はその業を認め られる。私た

ちが神の権能 を受け，神 のみ言葉 に従って行

な うならば，神は約束 を果た して下 さる。そ

うでなければ，そこには何の約束 もない。

キ リス トの証 し人 である十二使徒

時蘭の関係 で，私の考えているすべてのこ
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とを皆さんにお話することはできないが， こ

れだけはお話 しておきたい。イス ラエルの家

の中にあっ.て奉仕するように十二使徒の職に

召されているこれ らの兄弟たちは，その召 し

の精神 を豊かに授け られている。 またそうあ

るべきである。例 えば，今 この場にいる12人

のキリス トの弟子は， イエス ・キ リス トの神

聖な使命を直接 目に し，耳に した証 し人であ

る。十二使徒は， ただ単に私は信 じている と

か，信 じているので受け入れているとか言 う

ことでは許 されない。啓示 を読み なさい。十

二使徒には知識がなければならない。 自分 の

目で見，耳で聞いたかの ように， 自分 で知識

を得なければなち ない。真理 を知 らなければ

ならない と主は教 えてお られ る。十字架につ

けられた後死か らよみがえ り，現在全能の力

を持って神の右におられ る世の救 い主， イエ

ス ・キ リス トを証す ることが十二使徒 の使命

である。これが彼らの使命であ り，義務であ

る。 また教 えであ り，真理 である。そ して，

この教 えと真理 を世界に宣べ伝え ること， ま

た宣べ伝えられ るようにすることが彼 らの義

務である。自分で行けない所へは，他 の人 を

召して助けて もらわなければな らない。……

彼らの指示の下に，世 の人々に福音は宣べ伝

えられ，真理は宣言されるのである。その真

理 とはすなわち，ジ ョセブは神の予言者であ

り，神の王国の基を置 ぐ権威 を授 けられてい

るということである。私が語 る神 の王国とは，

文字通 り神の王国である。キ リス トは王であ

って，人民ではない。神の王国の王はほかに

いない。神がその王なのである。

末 日聖徒の資格条件

さて，私 たちには皆，忍耐， 自制，.赦し，
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謙遜 ，慈愛，偽 りのない愛，.真理への献身が

必要 である。私たち.は罪や不正， また福音 の.

要 求に対す る反対心 と不従順 を是正 しなけれ

ばならない。以上が末 日聖徒に求め られる条

件である。つま りイエス ・キ リス トの教会 り

立派な会員 となるための条件であ り，神の相

続人， イエス ・キリス トと共同の相続人 とな

るための条件である。立派な教会員は決 して

酒 を飲んだ り，騒 ぎを.起こした り，神 を冒漬

した りは しない。 また兄弟や隣人を欺 いた り，

純潔や信頼，正義の原則を破 った りしなレ㌔

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の立派な会貝

は，これ らの悪事 を避け，.またそのよ.うな生

活 をしないので，今述べ たような事柄 で責め

られることは決 してない。次に，私たちには

こあ世 で果たすべ きひとつの使命がある。そ

れは， 男性 も女性 も，分別のつ く年頃つ まり

自己の責任 を知 り得る年齢に達 した子供 も皆

それぞれ，世の人々の模範にならなければな

らないとい うことである。真理 を宣べ伝 え，

真理に対す る証 を述べ る資格だけでな く，生

活そのものが，また言葉遣い，行ないのすべ

てが，軽率 な者，無知な者に対する説教 とな

り，彼らに親切，純潔，高潔，神への信仰，

全人類 に対す る愛 を教 えるものにならなけれ

ばな ら・ない。

神の恵みが皆 さん と，信仰ある者すべての

上にあり，終 わりまで忠実であるこ.とができる

ように。必ず しも速い者が競争に勝つのでは

な く，強い者が戦いに勝つのでもない。終わ

りまで耐 える者こそが勝利 をおさめるのであ`

る。アー メン。



あの光は一体 どこから

.ス ー サ ・ヤ ン グ ・ゲ イ ッ

1893年4月 の上旬は，嵐の吹き荒れる薄暗
い 日々が続 いていました。地は鉛色の雲

に覆われ，雨は毎 日の ように地に打 ちつけ，

風が勢いよ く地の面を吹き抜けていきます。

しか し，聖徒たちの心は， この暗い天気 をも

のともせずに，明 るく輝いていました。 ソル

トレー ク神殿の献堂 されたのは， このような

嵐の 日のことでした。

献堂式の間，私は恵 まれて集会 の公式記録

を筆記する責任 を与えられ ました。そ して，

「事実上の献堂式」 と言われる最初の集会で
，

私は胸壇の東側の一段低 いところにある机に

ついていました。

私の隣には，それまで外門の整理にあたっ

ていたジョン ・ニ コル ソン兄弟が座っていま

した。 ジョセブ ・F・ ス ミス大管長が立って

説教を始めた時のことです。大管長の顔がま

ばゆいばか りの光 に照 らされ，私 は何 ともし

れない特別な気持 ちを感 じました。その時，

私はて っき り雲が切れ，雲間か ら光が射 し込

んで，大管長の顔 を照 らしたのだ と思いまし

た。

私は，ニコルソン兄弟の方を向いてささや

きました。「ちょっと見て下 さい。ス ミス大管

長の顔に太陽の光があたって不思議な輝 きを

放 っています よ。」

ニコルソン兄弟は小声でこう答えました。
「太陽なんて照っていませんよ

。空は黒い雲

に覆われていて真 っ暗です。」

私 は，窓の外を見て驚きました。 ニコルソ

ン兄弟の言 う通 り，黒い雲が町全体 を覆い，

陽は射 していなかったからです。

では，ス ミス大管長 を照 らしていたあの光

は，一体何で しょう。愛す る指導者であり，

予言者であるジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長に

聖霊の降ったのを見たのでした。それはス ミ

ス大管長が 「主 より選ばれた者」であるとい

う私の証 をます ます堅固なものに しました。

私は， この出来事 を人生におけ る最 も神聖 な

経験 としていつ までも大切にしています。

スー サ ・ヤ ン グ ・ゲ イ ツ1856年3月18日 ， ブ リガム ・ヤ ン グ とルー シー ・

ビ ゲ ロ ウの娘 として 生 まれ る。.「ヤ ン グウー マ ン ズ ・ジ ャー ナ ル」 創 刊 者 ， 「扶

助 協 会 誌 」編 集 者 ，1911年 か ら1922年 ま で扶 助協 会 中央 管 理 会 会員 を務 め る。
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家族の証

お酒に代わって永遠の生命の水を

日本仙台伝道部八戸支部

大 上 善 通

1974年,あ る春の 日の夕暮 れ時;晩 御飯

を家族そろっていただ きながら,私 は,い つ

もの晩酌 を楽 しんでいました。牧水が歌った

｢それほどに うまきか と人の問いたれば
,何

と答えんこの酒の味｣ど いう31文 字 が,自 分

の気持ちをことのほか よく表現 しているのに

感服しなが ら,盃 を口に運ぶ手はいっこうに

とどまるところを知 りません。｢味 わい派｣だ

った私は,家 族の楽 しそうな顔 と好みの酒の
さかな ひだりとう

肴があれば最高の左党だったのです。

私 が いつ もの ように 食卓 でほ ろ酔 い気分

になっていると,来 客の気配が して｢お 父さ

ん,外 人のお客 さんです よ｣と いうので玄関

に出てみました。す るとそこに背の高い,若

いアメ リカ人がふた り立 っていました。彼ら

は上手な 日本語でこう尋ねました。｢あなたは

家庭の幸福についてどう思いますか。大切だ

と思い ますか。｣よ く自動車や化粧 品のセール

スマ ンに訪問され,質 問 を受けることがあっ

たので,ま たその手の売 り込みか と思 って早

早に帰って もらお うとしたんです。そして私

が｢勿 論大切 だと思います｣と 答 えると,｢家

庭 の幸福 を得 る方法があります。あなたはそ

れを知 りたいですか｣と 聞かれ ました。｢ええ,

そ うい うものがあれば知 りたいです よ。｣中座

してきた食卓の,酒 ど肴のことが気になって

いた私は,半 分上の空でそう答 えました。気

分よ く酔 っている心が乱 されることに対 して

幾分の腹立たしさと,外 人が上手な日本語を

話す ことへの多少の珍 しさも手伝って,こ こ

まで相手をしてきたのですが,.そ れ 自体何 と

も不思議 なことで した。そ して何 よりも,相 手

の真意が測 りかねました。何かを売るのだっ

たら早 くそれを言ってくれればよいのに。しか

し一体彼 らは何 を売ろうとしているのだろうか。

｢そ れでは少 しの時間
,家 庭の幸福 とい う

ことについてお話 をし,ス ライ ドをお見せ し

たいのですが,よ ろしいでしょうか。｣パンフ

レットと名刺 を出してそ う言ったのは,ノ ー

ル ド長老 とデュー ク長老でした。ふた り共,黒

いスーツにネクタイをキチッと締めた 日本語

の上手な外人で した。 しか も彼 らは私の望ん

でいる通 り｢こ れが家庭 の幸福だ｣と いつた

もの を本当に目の前に広げて見せ て くれそ う

で した。 しか し何 しろこちらは酒を飲んでい

る最中だし,相 手の態度にも非常に厳粛なも
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一 .

家族の証

れた渡辺駿兄弟 も回ってきて握手をして下さ

い ました。会場のあちこちで楽 しそうな交歓

が行なわれていました。何 という心なごむ光

景でしょう。最後の閉会で歌 った｢神 よまた

逢 うまで｣と いう讃美歌は何 と素晴らしか っ

たことでしょう。立ち去 りかねて立ち止まり,

振 り返っては手 をあげ,じ っと見返す大管長

と教会幹部ジそれ を見送る教会員。何 と感動

的で霊的な情景 でしょう。私 も共に涙 して立

ちつ くしてい ました。武道館 を出て駅まで歩

く道は,霊 的な経験 に顔 を輝かせた沢山の人

人であふれていました。関西弁やその他 さま

ざまな託 のある日本語 と外人の入 り交った群

が,一 様に興奮 した会話 を交 わしながら東京

の街 を歩 いていました。 もう東京 とい う感 じ

はな く,ど こか違 った国の違 った街 を歩いて
.いるようで した

。その後,テ レビの画面など

で武道館 を見かけるたびに,あ の時の感激 を

思い起こし,つ いほかの催 しが空虚 な,軽 薄

なものに思われてな らない自分 に驚きを感 じ

てい ました。

同 じ年 の暮れ近 く,11月29日,妻 と長男が

バプテスマ を受け ました。極めて霊的で,美

しいバプテスマ会であったと宣教師は表現 し

ていました。私 も一緒に受ける様にチャレン

ジされま したが,頑 強に拒み続けました。.亡

き父のことや,自 分の墓地 を確保すること.な

どまだまだ 自分で解決 しなければな らない問

題が残されていたか らです。 しか し妻子のバ

プテスマ を目の当た りに して,彼 らが遠 く手

の中か ら離れて行ってしまうように感 じまし

た。心の中にぽっか りと穴があいたよ.うにな

り,家 族がば らば らになって しまう寂 しさを

感 じました。ここに至って改めて,自 分の家

族をこの上な く愛 していることを知ったので

す。 そしてモルモン経を熱心に読み,祈 りま
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した。酒もとっくに止めていました。ほかの

事 はもう何 も考えなくなっていました。私に

とって,家 族以外に必要なものは何 もな くな

っていたかちです。そして翌年の1976年1月

23日,大 寒の最 中にアルコンセル長老 とノウ

ルズ長老によってバ プテスマを受け ました。,

これでや っと家族がひとつになれる機会 を得

たわけで,酒 の代 りに永遠の生命の水を飲むこ

とになったのでした。思 えば実に1年8カ 月

もの間,宣 教師の皆 さんに入れ代 り立ち代 り

お世話になってきました。そればか りでな く

兄弟姉妹の皆 さんにも,自 宅でファイヤサイ

ドを開いて もらったり,教 会で心温まるフェ

ロー シップを受け,本 当によく助けていただ

きました。ある時には,正 月早々一家そろっ

て流感にや られ,枕 を並べて寝ていると,熱

吟スープの入った鍋 と,炊 きたての御飯が入

った釜が どかっ と持 ち込 まれたこともあ りま

した。 またある時には,知 恵の言葉に応 じよ

うとしない軟弱 な私の意志を言葉厳 しく叱責

をす るアメ リカ人宣教師に,優 しいだけだと

思っていた彼 らの毅然たる態度にびっ くりさ

せ られたこともあ りました。

私は求道者の期間があまりに長か ったので,

宣教師の名刺 を沢山持 っています。 その一つ

一つの名刺を見るたびに
,宣 教師の顔が懐 か

しく思 い出され感謝 の念が こみあげてきます。

私はバプテスマ会でこう証 しました。｢皆 さん

のお仲間入 りをす るのはこんなに遅 くなりま

したが,年 長者 なので,皆 さん よりもお先 に,

早 く天の王国に行けると思っています。｣で も

今度 は間違いな く,天 の王国行 きの特急列車

に乗れるように備えて行 きたい と思っていま

す。 イエズ･キ リス トのみ名により申し上げ

ました。アーメン。.
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盲目の合唱団員

｢オ トリー兄 .弟は,私 が どの よ う.にして

歌 を歌い,他 の合唱団 と同 じように立 った り』

座 った りできるか尋ね ました。これは,も ち

ろん私に とってとて も重要なことでした。私

は,隣 にいる姉妹の ドレ系か,手 を握 ってい

ればわか ります,と 答えました。｣

｢オ トリー兄弟 は
,目 が見 えない とい う

障害にもかかわらずに,私 の音楽家,歌 手 と

しての才能 を認めて下 さい ました。本当に感

謝 しています。彼は私 をひ とりの普通の人間

として扱って下 さいました。これは私に とっ

て非常に大切 なことです。私は特別扱 いされ

た くないのです。｣

｢私 はいつ もこのように考 えています
。 自

分の身 にふ りかかっ.たことはしかたが ないが,･

これか ら.どうな るか は 自分次第 で決 ま りま

す。｣

団員たち.は家庭 に帰ると,ピ ア ノの前で各

自のパー トを復習 したP,楽 譜を読 んでみ る。

ところが,フ ィッシャー.姉妹 と夫のジムは ま

ず最初に楽譜を書き換えなければならない。

点字用 タイプライターの前に座 り,ジ ムが読

む言葉 を打ってい く。それが終わ ると,各 音

節に音程 と音符の長 さを点字で記す。

この点字楽譜 を使 って,難 しい部分 を練習

する。彼女はほ とんどの曲を覚 えている。 ま

れに,自 分の知 らない特別 な曲を歌 うときは,

指 で点字を読み取 りなが ら歌えるように,点

字の楽譜を.フォルダーに入れてお く。

楽譜の上げ下げ も微妙な問題である。フィ

ッシャー姉妹の隣 にいつ も座っているダンツ

ェル･ネ ル ソン姉妹はこのように語 っている。

｢彼女は私の楽譜の上 に軽 く手を置いていて
,

私 の楽譜の動 きに合わせて自分の楽譜 を上げ

下げ します。立 ち上 が る時 は,彼 女の手 を

軽 く握 って合図 します。座 るときも同じよう
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に します。 しか し,彼 女は周囲の状況にとて

も敏感で,私 の動 きをほ とんど自.分で感 じ取

っています。目が見える私たちよりも,周 囲

の動 きがよ くわか っているようです。｣

フ ィッシャー姉妹 も次のように述べている。

｢多 くの人々は 目で判断 しますが
,.私 は耳で

判断 します。｣

彼 女の自立心に満ちた態度は,物 心がつい

たころから生活の一部になっていた。生 まれ

なが ら目の不 自由な彼女は,特 殊 な盲学校に

通った。そ して,オ グデン高校に入学 した。

そこは胸 を躍 ちせ るようなまった く新 しい

世 界だった。しか し,も はや点字の書物はな

く,テ キス トを読んで くれる人もいなか った。

それか らフィッシャー姉妹 はブ リガム･ヤ

ング大学の社会学の学士号 を取得 し,ユ タ大

学の修士課程 を終 えて,情 緒や読 み書 きの能

力に問題のある児童の教育 にあた った。その

傍 ら,オ ルガンとピア ノを習い,教 会の奉仕

で も2度 のステー キ部宣教師の召 しのほかに

子供や大人 日曜学校や扶助協会の クラスの教

師を何度 も果た し,そ の功績は測 り知 れない

ほどである。

しかし,現 在の彼女にとって,合 唱団の団

員 として伝道に携わること以上に意義 ある責

任はない。

｢私 はどこに行って も,入 とお話す る機会

に恵 まれているようです。私 は目が見えませ

んか ら,た くさんの人が私に話 しかけて下 さ

います。そんな女性のひとりが,昨 年の4月 に

バ プテスマを受け ました。こうしたと とが,

私が団員としてここにいる理由かもしれません。｣

｢で も理由はどっあれ
,合 唱団の団員であ

ることを私以上に感謝 している人は恐 ら くい

ないと思います1｣(1979年1月27日 付 ℃伽 肋

Nθ卿5｢チ ャーチ･ニ ュー ズ｣よ り.)
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神の計画を手伝うことは，女性に与えら

れる最高の栄誉であうρ女性は賢明なふ

窓 わしい田親となうて立派な子供たちを

育てることにこそ，ほかのどんな職業に

見出すよりも大きな喜びと満足を得，人

類に対してより大きな貢献をするのであ

る。

網

累煽

趨
ノメミ

灘

譲
備

翼ヒ

嘗

擁謙

・
：1

摘

斗

，1

魂


	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　豊かで満ち足りた人生　ｽﾍﾟﾝｻｰ・Ｗ・ｷﾝﾎﾞｰﾙ
	歴史上の女性たち　ﾌﾞﾙｰｽ・Ｒ・ﾏｯｺﾝｷｰ
	女性と聖典
	家族の霊性を養う父親
	妻の再発見
	質疑応答
	小さいお友だちへ
	愛の報い
	作り話が本当に
	反逆の王子とﾘﾍﾞｶ
	神のみ前に立つ　ｼﾞｮｾﾌ・Ｆ・ｽﾐｽ
	あの光は一体どこから
	ローカルページ



